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水
中
文
化
遺
産
研
究
の
可
能
性　
鷹
島
海
底
遺
跡
の
検
証
を
中
心
に
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論
文
要
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］

は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　

❶
水
中
遺
跡
を
対
象
と
し
た
学
問
の
定
義　

❷
諸
外
国
の
水
中
遺
跡
・
沈
没
船
の
研
究
史

❸�

日
本
の
水
中
遺
跡
研
究

❹
国
内
の
水
中
遺
跡
の
現
状

❺
鷹
島
海
底
遺
跡
に
お
け
る
研
究
事
例

ま
と
め

　

水
中
遺
跡
、
特
に
沈
没
船
は
、
当
時
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
交
易
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
伝
え
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
例
え
ら
れ
る
。
諸
外
国
で
は
一
九
世
紀
か
ら
水
中
遺
跡
を

研
究
対
象
と
し
て
捉
え
、
古
代
か
ら
近
現
代
の
沈
没
船
の
研
究
が
進
み
、
す
で
に
数
万
件
の
調
査
事

例
が
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
確
認
さ
れ
た
水
中
遺
跡
は
数
百
件
と
決
し
て
多
く
な
い
。
四

方
を
海
で
囲
ま
れ
た
わ
が
国
に
お
い
て
海
を
介
し
た
交
易
無
く
し
て
日
本
の
歴
史
や
文
化
を
語
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
確
固
た
る
証
拠
が
眠
る
水
中
遺
跡
を
保
護
し
研
究
す
る
体
制
は
整
っ
て
い

な
い
。
水
中
遺
跡
の
多
く
は
、
滋
賀
県
（
琵
琶
湖
）、
沖
縄
県
、
長
崎
県
の
三
県
に
集
中
し
て
お
り
、

中
世
の
交
易
に
関
す
る
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
沈
没
船
の
発
見
を
念
頭
に

海
難
記
録
を
調
べ
て
い
る
が
、
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
る
。
近
年
、
一
三
世
紀
の
蒙
古
襲
来
に

関
連
し
た
沈
没
船
が
長
崎
県
松
浦
市
の
鷹
島
海
底
遺
跡
で
発
見
さ
れ
、
わ
が
国
で
も
水
中
遺
跡
へ
の

注
目
が
急
速
に
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
国
内
で
の
水
中
遺
跡
を
対
象
と
し
た
研
究
事
例
は
ま
だ
少
な
い
が
、
鷹
島
海

底
遺
跡
に
お
い
て
は
今
後
の
研
究
の
方
向
性
・
可
能
性
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
鷹
島
海
底
遺
跡
で

は
、
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
や
護
岸
整
備
に
伴
う
緊
急
発
掘
な
ど
に
よ
り
、
す
で
に
四
〇
年
近
く

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
と
二
〇
一
四
年
の
調
査
で
船
体
が
発
見
さ
れ
る
前
か
ら
、
ア

ン
カ
ー
、
陶
磁
器
類
、
武
器
な
ど
多
く
の
遺
物
が
発
掘
さ
れ
て
き
た
。
船
体
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら

の
遺
物
は
、
文
献
史
料
や
絵
画
資
料
な
ど
と
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
正
確
な
歴
史

事
象
の
理
解
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
水
中
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
遺
物
は
、
保
存
処
理
に
時

間
を
要
す
る
が
、現
在
、研
究
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
鷹
島
で
発
見
さ
れ
た
船
体
の
パ
ー

ツ
や
遺
物
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
鷹
島
で
沈
没
し
た
船
団
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
国
南
部
、
揚
子
江

以
南
に
起
源
を
持
つ
。
本
稿
で
は
、
国
内
で
の
水
中
遺
跡
調
査
の
進
展
を
望
み
、
水
中
遺
跡
調
査
の

学
史
、
鷹
島
海
底
遺
跡
で
行
わ
れ
た
研
究
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
水
中
文
化
遺
産
、
海
事
考
古
学
、
船
舶
、
泉
州
沈
没
船
、
蒙
古
襲
来
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は
じ
め
に

「
遺
跡
」
と
聞
く
と
陸
上
で
の
発
掘
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、
海
や
湖
の
底
に
も
歴

史
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
「
水
中
遺
跡
」
が
眠
っ
て
い
る
。
特
に
沈
没
船
は
、
文

献
や
絵
画
資
料
で
は
解
明
で
き
な
い
交
流
の
具
体
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
す
物
的
証

拠
と
な
る
。
陸
の
遺
跡
は
主
に
生
産
地
と
消
費
地
に
限
ら
れ
る
た
め
、
交
流
の
瞬
間

を
閉
じ
込
め
た
沈
没
船
は
、
海
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
と
言
え
る
。

近
年
、
長
崎
県
松
浦
市
の
鷹
島
海
底
遺
跡
に
お
い
て
蒙
古
襲
来
（
一
二
八
一
年
／

弘
安
の
役
）
に
関
連
す
る
沈
没
船
が
発
見
さ
れ
、「
水
中
考
古
学
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
機
会
が
増
え
た
〔
文
化
庁 

二
〇
一
七
、
池
田 

二
〇
一
八
〕。
比
較
的
新
し
い

研
究
分
野
で
あ
る
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
水
中
に
存
在
す
る
人
類
の
痕
跡
の
探

求
を
学
問
と
し
て
捉
え
る
動
き
は
す
で
に
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
ま
た
、

世
界
的
な
規
模
で
水
中
遺
跡
の
保
護
が
進
ん
で
い
る
〔M

aarleveld, Guérin, Egger 

2013

〕。
洋
上
風
力
発
電
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
な
ど
海
洋
で
行
な
わ
れ
る
工
事
に

際
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
り
世
界
各
地
で
多
く
の
水
中
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
す
で

に
数
万
件
に
お
よ
ぶ
水
中
遺
跡
が
調
査
さ
れ
て
い
る
〔M

anders 2017

〕。

一
方
、
日
本
に
お
い
て
は
行
政
に
よ
る
水
中
遺
跡
保
護
体
制
の
整
備
が
不
十
分
で

あ
り
、
諸
外
国
に
比
べ
調
査
事
例
が
極
端
に
少
な
い
。 

即
急
に
遺
跡
の
保
護
体
制

の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
年
）、
文
化
庁
は
水
中
遺
跡
調

査
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
二
〇
一
七
年
に
は
『
水
中
遺
跡
保
護
の
在
り
方
に
つ
い

て
』（
報
告
）〔
文
化
庁 

二
〇
一
七
〕
を
刊
行
し
て
文
化
財
行
政
の
指
針
を
し
め
し
た
。

し
か
し
、
水
中
遺
跡
の
調
査
や
保
護
体
制
を
確
立
す
る
に
は
時
間
を
要
し
、
文
化
財

行
政
担
当
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
海
を
超
え
た
交
流
の
歴
史
の
研
究
の
進
展
の

た
め
に
は
、
歴
史
研
究
者
も
水
中
遺
跡
が
抱
え
る
諸
問
題
と
遺
跡
保
護
体
制
の
現
状

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
水
中
遺
跡
を
対
象
と
し
た
学
問

の
定
義
、
世
界
お
よ
び
日
本
の
水
中
遺
跡
調
査
・
保
護
の
現
状
、
ま
た
、
沈
没
船
を

対
象
と
し
た
研
究
事
例
と
し
て
鷹
島
海
底
遺
跡
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。
本

稿
を
通
し
て
、
少
し
で
も
水
中
遺
跡
の
理
解
が
深
ま
り
、
保
護
体
制
を
充
実
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
を
願
う
。

❶
水
中
遺
跡
を
対
象
と
し
た
学
問
の
定
義

本
稿
を
進
め
る
前
に
、
水
中
遺
跡
を
研
究
す
る
学
問
を
定
義
す
る
必
要
が
あ

る
。
日
本
国
内
で
は
、「
水
中
考
古
学
」
が
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
英
語
の

“U
nderw

ater A
rchaeology”

を
訳
し
た
語
で
あ
り
、
研
究
対
象
と
目
的
が
曖
昧

な
ま
ま
定
着
し
て
い
る
〔
木
村
、
小
野
、
丸
山 

二
〇
一
八
〕。
諸
外
国
で
は
、
水
中
遺

跡
に
係
る
研
究
で
も
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
特
に
以
下
の
よ
う
な
三
つ
の
学
問
の
定

義
が
一
般
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
水
中
遺
跡
保
護
の
在
り
方
に
つ
い
て
』
に
な

ら
い
、
水
中
遺
跡
を
「
海
域
や
湖
沼
等
に
お
い
て
常
時
も
し
く
は
満
潮
時
に
水
面
下

に
あ
る
遺
跡
」
と
定
義
す
る
〔
文
化
庁 

二
〇
一
七
〕。
ま
た
、
水
中
文
化
遺
産
と
い

う
単
語
も
使
用
す
る
が
、
本
稿
で
は
水
中
遺
跡
と
同
義
語
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

水
中
考
古
学
（U

nderw
ater A

rchaeology

）：
水
中
環
境
に
お
い
て
実
施

す
る
考
古
学
作
業
の
総
称
。
陸
で
は
あ
ま
り
使
用
す
る
こ
と
の
な
い
音
波
を
使
っ

た
遺
跡
の
探
査
方
法
、
水
中
で
の
測
量
方
法
、
水
中
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
保
存

処
理
技
術
な
ど
を
統
括
し
た
言
葉
で
あ
る
〔D

elgado 1998, 

木
村
、
小
野
、
丸
山 

二
〇
一
八
〕。
探
査
技
術
や
水
中
測
量
技
術
は
専
門
性
が
高
く
、
対
象
と
な
る
遺
跡

に
合
わ
せ
て
改
良
・
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
単
に
調
査
手
法 

（
ツ
ー
ル
）

以
上
の
意
味
を
持
つ
。
ま
た
、
調
査
に
際
し
て
は
、
水
中
と
陸
上
で
は
異
な
る
法
令

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
水
中
遺
跡
と
は
、「
偶
然
に
も
遺
跡
が
立

地
し
て
い
る
場
所
が
現
在
水
面
下
に
あ
る
」
遺
跡
で
あ
り
、
学
問
と
し
て
の
分
類
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
く
ま
で
手
法
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
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船
舶
考
古
学
（N

autical A
rchaeology

）：
水
中
考
古
学
を
メ
ソ
ッ
ド
と
す
る

と
、
船
舶
考
古
学
は
セ
オ
リ
ー
を
持
っ
た
学
問
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。 

船
に
関
す

る
事
柄
す
べ
て
を
そ
の
研
究
の
対
象
と
す
る
〔D

elgado 1998

〕。
船
そ
の
も
の
、
ア

ン
カ
ー
な
ど
船
で
使
用
す
る
道
具
、
積
み
荷
、
港
な
ど
を
研
究
す
る
。
ま
た
、
人
々

が
ど
の
よ
う
に
船
を
利
用
し
て
き
た
か
、社
会
に
お
け
る
船
の
役
割
な
ど
も
考
え
る
。

研
究
の
対
象
が
沈
没
船
な
ど
水
中
に
没
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
水
中
考
古
学
的
手

法
を
用
い
て
研
究
す
る
機
会
が
多
い
が
、
陸
で
出
土
し
た
船
な
ど
も
研
究
対
象
と
な

る
。

海
事
考
古
学
（M

aritim
e A
rchaeology

）：
海
事
文
化
を
そ
の
研
究
対
象
と
す

る
考
古
学
で
あ
る
。
な
お
、
海
事
に
は
海
だ
け
で
な
く
河
川
や
湖
沼
も
含
む
も
の
と

し
て
捉
え
る
〔D

elgado 1998

〕。
島
嶼
部
に
お
け
る
人
類
の
活
動
、
水
域
の
利
用
、

防
波
堤
、
漁
労
方
法
な
ど
広
く
過
去
の
海
事
文
化
を
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
。
海
に

面
し
た
町
並
み
な
ど
歴
史
的
景
観
な
ど
も
研
究
の
対
象
と
す
る
〔
木
村
、
小
野
、
丸
山 

二
〇
一
八
〕。
船
舶
考
古
学
が
、
人
類
が
ど
の
よ
う
に
船
を
利
用
し
て
き
た
か
を
学
ぶ

学
問
で
あ
る
の
に
対
し
、
海
事
考
古
学
は
、
海
と
人
の
関
り
を
学
ぶ
学
問
で
あ
る
。

❷
諸
外
国
の
水
中
遺
跡
・
沈
没
船
の
研
究
史

人
々
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
水
中
に
没
す
る
過
去
の
人
類
の
痕
跡
に
興
味
を
持
ち
始
め

た
か
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
水
中
か
ら
様
々
な
モ
ノ
を
発
見
し
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
は
人
類
の
過
去
を
調
べ
る
こ
と
に
意
味
を
見
出
し
、
そ

の
研
究
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
海
事
考
古
学
の
研
究
に
先

駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
キ
ー
ス
・
マ
ッ
ケ
ロ
イ
に
よ
る
と
、『
地
質
学
原
理
』
の

著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
イ
エ
ル
も
、
そ
の
中
で
「
水
中
に
存
在

す
る
人
類
の
過
去
の
痕
跡
は
陸
に
残
る
痕
跡
よ
り
も
多
い
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
た

〔M
uckelroy 1978:11

〕。
ラ
イ
エ
ル
の
著
書
を
読
む
と
、
そ
の
先
見
性
に
驚
か
さ
れ

る
。
様
々
な
証
拠
を
用
い
て
水
中
遺
跡
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
る
。
保
険

会
社
の
記
録
か
ら
、
一
八
二
九

−

一
八
三
一
年
の
三
年
間
で
約
二
、〇
〇
〇
隻
の
商

船
が
海
難
事
故
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
陸
に
近
い
場
所
で
沈
没
し

た
こ
と
、
ま
た
、
年
間
平
均
で
一
〇
〇
、〇
〇
〇
ト
ン
も
の
積
み
荷
（
と
船
）
が
失

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
一
国
の
商
船
の
海
難
記

録
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
海
底
に
残
る
沈
没
船
の
残
骸
の
保
存
状

況
に
も
言
及
し
て
い
る

（
（
（

。

世
界
で
初
め
て
沈
没
船
を
考
古
学
・
歴
史
学
の
対
象
と
し
て
調
査
し
た
例
は
、
ギ

リ
シ
ャ
に
見
ら
れ
る
。
一
八
八
四
年
、
ギ
リ
シ
ャ
文
化
局
が
主
体
と
な
り
、
紀
元
前

四
八
〇
年
の
サ
ラ
ミ
ス
海
戦
の
跡
地
の
調
査
を
実
施
し
た
。
文
化
局
は
、
潜
水
士
を

雇
い
、
考
古
学
者
が
陸
か
ら
指
示
を
出
す
形
で
調
査
が
行
わ
れ
た
。
調
査
の
主
目
的

は
、
サ
ラ
ミ
ス
海
戦
の
詳
し
い
理
解
と
遺
物
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
市
民
の
歴
史

理
解
を
深
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
水
中
の
透
明
度
の
悪
さ
や
海
流
に
よ
り

作
業
は
巧
く
進
ま
ず
、
ま
た
、
引
き
揚
げ
た
遺
物
も
劣
化
が
進
ん
で
展
示
に
は
適
さ

な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
調
査
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
一
九
世
紀
末
に
水
中
で

調
査
を
実
施
し
た
功
績
は
称
賛
に
あ
た
る
。
そ
の
後
も
、
地
中
海
を
中
心
に
数
件
の

調
査
例
が
知
ら
れ
る
が
、
本
格
的
な
水
中
遺
跡
の
調
査
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ

と
と
な
る
〔Catsam

bis 2006

〕。

現
代
の
水
中
遺
跡
研
究
の
幕
開
け
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ク
＝
イ
ヴ
・
ク
ス
ト
ー

に
よ
る
ス
キ
ュ
ー
バ
（SCU

BA

）
の
発
明
を
契
機
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
式
潜
水
で
は
、
水
中
で
の
動
き
に
制
限
が
あ
り
、
ま
た
、
何
よ
り
も
潜
水

に
は
特
殊
な
訓
練
を
必
要
と
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
ス
キ
ュ
ー
バ
は
一
般
に

も
広
ま
り
、
水
中
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し
た
。
そ
こ
で
人
々
は
初
め
て
水
中

に
多
く
の
遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
が
、
沈
没
船
の
歴
史
的
価
値
が
広

く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
多
く
の
遺
跡
が
荒
ら
さ
れ
、
ま
た
、
遺
物
を
引
き

揚
げ
て
売
却
す
る
ト
レ
ジ
ャ
ー
・
ハ
ン
タ
ー
が
横
行
し
た
〔M

aarleveld, Guérin, 

Egger 2013

〕。
こ
れ
ら
の
盗
掘
に
対
し
て
市
民
が
声
を
上
げ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
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で
陸
上
か
ら
潜
水
士
に
指
示
を
出
し
て
い
た
考
古
学
者
が
自
ら
潜
水
し
て
調
査
を
行

う
時
代
が
始
ま
っ
た
。

考
古
学
者
が
自
ら
潜
水
し
、
陸
上
と
同
等
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
発
掘
作
業
を
行

な
っ
た
最
初
の
遺
跡
は
、
ト
ル
コ
の
ケ
ー
プ
・
ゲ
ラ
ド
ニ
ヤ
沈
没
船
で
あ
る
と
言
わ

れ
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
こ
と
で
あ
る
〔Bass 2005

〕。
青
銅
器
時
代
（
紀
元
前

一
二
〇
〇
年
頃
）
の
船
で
、
主
な
積
み
荷
は
銅
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
や
銅
・
青
銅
製
品
で

あ
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、
積
み
荷
の
多
く
は
使
い
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
壊
れ
て
お

り
、
完
形
品
は
数
点
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
物
品
を
売
買
す
る
際
に
使
用
す
る
錘

や
コ
イ
ン
が
数
種
類
発
見
さ
れ
た
。
発
掘
を
担
当
し
た
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
の

ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ス
は
、
こ
の
船
は
港
か
ら
港
を
転
々
と
し
な
が
ら
廃
品
を
回
収
し
て

売
却
す
る
、
現
在
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
業
」
に
似
た
貿
易
を
行
っ
て
い
た
と
結
論
づ
け

た
。
当
時
の
文
献
史
料
に
は
、
王
族
・
貴
族
同
士
の
直
接
的
な
交
易
し
か
語
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
「
庶
民
的
」
な
貿
易
は
、
水
中
遺
跡
調
査
か
ら
し
か
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
交
易
の
形
態
で
あ
っ
た
〔Bass 

他 

一
九
六
七
〕。
ケ
ー
プ
・
ゲ

ラ
ド
ニ
ヤ
沈
没
船
は
、
知
ら
れ
ざ
る
交
流
の
形
態
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
〔D

elgado 1998

〕。
バ
ス
は
、
後
に
テ
キ
サ
ス
Ａ
＆
Ｍ
大
学
に
て
世

界
で
初
め
て
船
舶
考
古
学
を
専
門
と
す
る
大
学
院
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
と
な
る
。
ま
た
、
彼
は
そ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
ア
メ
リ
カ
国
家
科
学
栄
誉
賞
を
授

与
さ
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
世
界
で
最
も
有
名
な
水
中
遺
跡
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
湾
内
で
発
見

さ
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
軍
艦
ヴ
ァ
ー
サ
号
で
あ
ろ
う
。
一
六
二
八
年
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
王
室
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
型
の
軍
艦
の
建
造
を
計
画
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
国
王
の
権
威
・
経
済
力
を
内
外
に
示
す
こ
と
も
念
頭
に
入
れ
、
豪
華
絢
爛
た
る
装

飾
品
に
飾
ら
れ
た
戦
艦
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
処
女
航
海
、
正
確
に
は
戦
艦
の

完
成
記
念
式
典
中
に
、
国
王
を
は
じ
め
大
勢
の
見
物
客
の
目
の
前
で
沈
没
し
た
。
船

の
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
は
一
海
里
未
満
で
あ
っ
た
。
国
王
の
思
い
入
れ
が
強
か
っ
た
よ

う
で
、
国
王
自
ら
の
指
示
に
よ
り
当
初
の
設
計
よ
り
も
船
体
が
長
く
、
ま
た
、
船
尾

の
楼
閣
も
高
く
作
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
大
砲
の
サ
イ
ズ
も
倍
、
搭
載
数
も

倍
に
変
更
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
船
が
で
き
上
っ
て
し
ま
っ
た
。
当

時
の
王
権
は
絶
大
で
、
誰
も
逆
ら
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
責
任
追

及
の
裁
判
が
開
か
れ
た
が
、
王
は
裁
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
〔H

ocker 2011

〕。

そ
の
物
語
ゆ
え
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
歴
史
に
刻
ま
れ
た
ヴ
ァ
ー
サ
号
は
、

一
九
六
〇
年
代
に
そ
の
位
置
が
特
定
さ
れ
、
船
体
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
湾
は
、
水
温
が
低
く
、
ま
た
塩
分
濃
度
も
低
い
。

さ
ら
に
、
溶
存
酸
素
濃
度
も
低
い
た
め
、
有
機
物
を
分
解
す
る
バ
ク
テ
リ
ア
の
活
動

が
抑
制
さ
れ
、
さ
ら
に
木
材
を
食
べ
る
フ
ナ
ク
イ
ム
シ
も
生
息
し
て
い
な
い
。
湾
内

の
シ
ル
ト
の
堆
積
も
船
を
守
る
働
き
を
し
た
。
発
見
後
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
引
き
揚
げ
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。船
体
の
下
の
堆
積
層
を
掘
削
し
、ワ
イ
ヤ
ー
ケ
ー

ブ
ル
を
通
し
、
船
体
を
そ
の
ま
ま
引
き
揚
げ
た
。
船
体
は
、
見
事
に
浮
き
、
そ
の
ま

ま
未
使
用
の
ド
ッ
ク
に
運
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
ド
ッ
ク
を
囲
む
形
で
保
存
処
理
施
設

が
そ
の
場
所
で
船
を
囲
う
形
で
建
設
さ
れ
た
〔H

ocker 2011

〕。

長
い
間
水
中
に
浸
か
っ
て
い
た
木
材
は
丈
夫
に
見
え
る
が
、
セ
ル
ロ
ー
ス
が
溶
け

出
し
細
胞
壁
内
部
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
乾
燥
す
る

と
劣
化
・
収
縮
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
保
存
処
理
、
主
に
セ
ル
ロ
ー

ス
に
代
わ
る
溶
剤
と
木
材
内
部
の
水
分
を
置
換
す
る
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

ヴ
ァ
ー
サ
号
の
保
存
に
は
、
当
時
一
般
に
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
・
グ

レ
コ
ー
ル
（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ま
た
は
Ｐ
Ｇ
）
を
使
用
し
た
〔A

lm
kvist 2018

〕。
日
本
で
も

低
湿
地
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
製
品
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
保
存
処
理
方
法
で
あ
る
。

通
常
、
遺
物
を
完
全
に
溶
液
に
浸
し
て
処
理
を
行
な
う
が
、
全
長
七
〇
ⅿ
の
船
体

を
完
全
に
浸
す
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
船
体
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
張
り
巡
ら

せ
、
溶
液
を
噴
射
す
る
方
法
を
採
用
し
た
。
保
存
処
理
に
は
長
時
間
を
必
要
と
し
、

一
九
六
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
保
存
処
理
が
終
了
し
、
船
体
が
一
般
に
公
開
さ
れ
た
の

は
一
九
九
〇
年
代
で
あ
っ
た
〔H

ocker 2011

〕。

ヴ
ァ
ー
サ
号
が
係
留
さ
れ
た
ド
ッ
ク
は
保
存
処
理
施
設
と
な
り
、
そ
し
て
、
現
在
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は
そ
の
ま
ま
ヴ
ァ
ー
サ
号
博
物
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
七
階
建
て
の
大
き
な

ホ
ー
ル
と
な
っ
た
ド
ッ
ク
の
中
央
に
木
造
戦
艦
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
見
る
も
の

を
圧
倒
す
る
（
図
1
）。
し
か
し
、
保
存
処
理
を
施
し
て
い
て
も
一

−

二
％
の
湿
度
、

二

−

三
℃
の
温
度
の
変
化
で
も
遺
物
に
劣
化
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
博
物
館
の

上
か
ら
下
ま
で
温
湿
度
を
一
定
に
保
つ
必
要
が
あ
る
〔A

lm
kvist 2018

〕。
博
物
館

の
維
持
に
は
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
が
、
ヴ
ァ
ー
サ
号
博
物
館
は
年
間
入
場
者
数
が

一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
北
欧
で
最
も
入
場
者
数
の
多
い
文
化
施
設
で
あ
り
、
重
要
な

観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る

（
（
（

。

ヴ
ァ
ー
サ
号
の
引
き
揚
げ
後
、
世
界
各
地
で
水
中
遺
跡
の
発
見
が
相
次
い
だ
。

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
水
中
遺
跡
を
陸
の
遺
跡
と
同
じ
よ
う
に
管
理
す
る
行
政
シ
ス

テ
ム
が
各
国
で
作
ら
れ
、
護
岸
工
事
、
ま
た
は
海
洋
開
発
に
伴
う
事
前
調
査
に
よ

り
、
多
く
の
水
中
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
の
法
律
は
そ
の
特
質
上
領
海

内
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
公
海
に
お
い
て
遺
跡
を
保
護
す
る
シ
ス
テ
ム

は
存
在
し
な
か
っ
た
。
海
洋
探
査
機
器
が
発
達
し
、
資
金
さ
え
あ
れ
ば
誰
で
も
沈
没

船
か
ら
積
荷
を
引
き
揚
げ
て
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
一
九
八
五
年
の
ロ

バ
ー
ト
・
バ
ラ
ー
ド
に
よ
る
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
の
発
見
は
、
公
海
に
存
在
す
る
遺
跡

を
保
護
す
る
取
り
組
み
の
必
要
性
に
警
笛
を
鳴
ら
す
結
果
と
な
っ
た
〔D

rom
goole 

2013

〕。
欧
州
評
議
会
や
イ
コ
モ
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
水
中
遺
跡
を
保
護

す
る
条
約
の
枠
組
み
が
作
ら
れ
、
そ
れ
を
継
承
し
た
ユ
ネ
ス
コ
は
、
水
中
文
化
遺

産
保
護
条
約
を
二
〇
〇
一
年
の
総
会
で
採
択
し
た
〔M

aarleveld, Guérin, Egger 

2013

〕。
二
〇
一
九
年
現
在
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
は
六
〇
ヶ
国
を
上
回
り

（
（
（

、
世
界

の
水
中
遺
跡
保
護
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
と
な
っ
た
。

水
中
遺
跡
の
調
査
は
世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
韓
国
や
中
国
は
も
ち
ろ

ん
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
多
く
の
沈
没
船
が
発
見
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
紀

元
前
一
世
紀
ご
ろ
の
銅
製
品
を
積
ん
だ
船
〔M

uthucum
arana 

他
二
〇
一
四
〕、
オ

マ
ー
ン
で
は
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
の
船
団
〔M

earns, Parham
, Frohlich 2016

〕

な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
ア
フ
リ
カ
沿
岸
国
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ナ
ミ
ビ
ア
で

も
多
く
の
水
中
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
〔T

ripati 2015

〕。
カ
リ
ブ
海
や
南
ア
メ

リ
カ
大
陸
は
、
ユ
ネ
ス
コ
水
中
文
化
遺
産
保
護
条
約
の
締
約
国
も
多
く
、
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
〔Leshikar-D

enton, Erreguerena 2016

〕。
水
中
遺
跡

を
発
見
す
る
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
は
水

図1　ヴァーサ号博物館の展示　（筆者撮影：ヴァーサ号博物館）
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中
遺
跡
の
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
偶
然
の
発
見
や
開
発
に
伴
う
調
査
で
発
見
さ
れ
て
い
る

〔M
anders 2017

〕。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
洋
上
風
力
発
電
な
ど
海
の
上
の
開
発

に
際
し
て
事
前
調
査
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
が
徹
底
し
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン

マ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
数
万
件
の
水
中
遺
跡
（
お
よ
び
遺
跡
の

可
能
性
の
高
い
ポ
イ
ン
ト
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
〔Sparvath 2012

〕。
多
く
の
水

中
遺
跡
は
比
較
的
陸
に
近
い
位
置
に
あ
る
た
め
、
漁
師
や
ダ
イ
バ
ー
な
ど
海
に
関
わ

る
人
々
が
水
中
遺
跡
を
発
見
し
自
治
体
な
ど
に
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
水
中

遺
跡
の
周
知
と
保
護
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
の
推
測
で
は
、
世
界
に
は
お

よ
そ
三
〇
〇
万
件
の
沈
没
船
が
あ
る
と
い
う

（
（
（

。

❸
日
本
の
水
中
遺
跡
研
究

日
本
も
世
界
と
同
じ
く
、
海
揚
が
り
品
は
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
紀

淡
海
峡
の
友
ヶ
島
に
は
江
戸
時
代
に
海
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
茶
碗
な
ど
が
伝
わ

る
〔
和
歌
山
市
教
育
委
員
会 

一
九
九
七
〕。『
雲
根
志
』
を
記
し
た
木
内
石
亭
は
、
琵

琶
湖
で
発
見
さ
れ
た
奇
妙
な
石
器
を
詳
細
な
図
を
用
い
て
紹
介
し
て
い
る　
〔
石

原 

二
〇
〇
一
〕。
海
事
考
古
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
持
っ
て
海
に
関
す
る
遺
物
を
最

初
に
研
究
し
た
人
物
は
、
日
本
に
考
古
学
を
紹
介
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
で

あ
ろ
う
。『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』
で
は
大
阪
鼬
川
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
丸
木

舟
の
ス
ケ
ッ
チ
や
、
日
本
各
地
の
船
や
海
事
文
化
の
記
録
を
残
し
て
い
る
〔
出
口 

二
〇
〇
一
〕。
水
中
遺
跡
の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
文
化
人
類
学
・
民
俗
学
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
海
事
文
化
の
記
録
を
残
し
て
お
り
、
船
舶
・
海
事
考
古
学
研
究

に
つ
な
が
る
調
査
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

日
本
で
最
初
に
「
水
中
の
遺
跡
」
を
学
術
的
な
見
地
か
ら
実
際
に
調
査
し
た
の
は
、

東
京
帝
国
大
学
の
坪
井
正
五
郎
で
あ
ろ
う
。
諏
訪
湖
か
ら
石
鏃
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

を
聞
き
、
小
舟
に
乗
っ
て
鋤
簾
で
湖
底
を
さ
ら
っ
て
遺
物
の
出
土
位
置
を
記
録
し
た

〔
坪
井 

一
九
〇
九
〕。
現
在
は
曽
根
湖
底
遺
跡
の
名
前
で
知
ら
れ
て
い
る
こ
の
遺
跡
の

最
初
の
調
査
は
、一
九
〇
八
年（
明
治
四
一
年
）の
こ
と
で
あ
る（
図
2
）。
ち
ょ
う
ど
、

ス
イ
ス
湖
底
で
発
見
さ
れ
た
遺
跡
が
水
面
に
作
ら
れ
た
杭
上
住
居
跡
で
あ
る
と
す
る

論
文
が
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
折
の
発
見
で
あ
っ
た
。
坪
井
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

同
様
日
本
に
も
杭
上
住
居
が
あ
る
と
仮
定
し
、そ
の
証
拠
を
諏
訪
湖
の
底
に
求
め
た
。

遺
跡
形
成
の
要
因
の
研
究
、
つ
ま
り
、
な
ぜ
水
の
中
に
遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
か
と

図2　明治41年に諏訪湖で行なわれた水中遺跡調査の様子
　（諏訪市博物館：原資料所蔵，藤森一彦）
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い
う
問
い
は
、
初
期
の
水
中
遺
跡
研
究
の
課
題
で
あ
っ
た
〔
坪
井 

一
九
〇
九
〕。

大
正
時
代
に
入
る
と
、
琵
琶
湖
の
葛
籠
尾
崎
半
島
周
辺
か
ら
古
代
の
陶
器
や
土
器

が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、ほ
ぼ
完
全
な
形
の
縄
文
土
器
も
引
き
揚
げ
ら
れ
た
。

そ
れ
ま
で
滋
賀
県
で
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
縄
文

中
期
の
し
か
も
完
全
な
形
の
土
器
の
発
見
は
、
研
究
者
を
驚
か
せ
た
（
図
3
）。
後

に
葛
籠
尾
崎
湖
底
遺
跡
と
呼
ば
れ
、
遺
跡
周
辺
は
琵
琶
湖
の
中
で
も
湖
底
の
勾
配
の

変
化
が
最
も
急
な
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、
水
深
七
〇
ⅿ
を
超
え
る
場
所
か
ら
も
遺

物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
遺
跡
形
成
の
要
因
は
議
論
を
呼
ん
だ 

〔
滋
賀
県

文
化
財
保
護
協
会 

二
〇
一
〇
〕。
こ
れ
ま
で
葛
籠
尾
崎
湖
底
遺
跡
で
は
、
そ
の
水
深
ゆ

え
に
潜
水
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
近
年
、
水
中
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
遺
跡
の
確
認
調
査
、
ま
た
、
音
響
測
深
機
に
よ
る
海
底
地
形
の
把
握
が
進

み
つ
つ
あ
る
〔
矢
野
健
一 

他 

二
〇
一
七
〕。

日
本
に
お
け
る
遺
跡
の
調
査
は
、
大
学
等
が
実
施
す
る
研
究
を
目
的
と
し
た
も
の

が
主
流
で
あ
っ
た
が
、次
第
に
自
治
体
に
よ
る
遺
跡
保
護
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
く
。

現
在
の
埋
蔵
文
化
財
行
政
に
直
接
つ
な
が
る
の
は
、文
化
財
保
護
法
（
一
九
五
〇
年
）

で
あ
る
。
特
に
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
大
規
模
開
発
等
に

対
応
す
る
な
か
で
、
地
方
公
共
団
体
が
中
心
と
な
り
埋
蔵
文
化
財
保
護
体
制
が
整
え

ら
れ
て
き
た
。
本
来
、
水
中
の
開
発
に
際
し
て
陸
と
同
様
に
文
化
財
の
確
認
調
査
を

実
施
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
適
切
な
対
応
が
取
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
小
規
模
な
調
査
は
各
自
治
体
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
体
系
的
に
水
中

に
存
在
す
る
文
化
財
を
保
護
し
て
い
く
枠
組
み
は
育
た
な
か
っ
た
。

日
本
で
初
め
て
の
行
政
に
よ
る
大
規
模
水
中
遺
跡
調
査
は
、
一
九
七
五
年
か
ら
行

わ
れ
た
北
海
道
江
差
の
開
陽
丸
の
調
査
で
あ
る
。
開
陽
丸
は
、
徳
川
幕
府
の
旗
艦
と

し
て
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
購
入
し
た
大
型
軍
艦
で
あ
る
が
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
は
短
く
、
戊

辰
戦
争
中
に
江
差
沖
で
暴
風
雨
に
遭
い
座
礁
・
沈
没
し
た
。
近
年
に
な
り
、
護
岸
工

事
の
際
に
船
体
が
発
見
さ
れ
、
発
掘
チ
ー
ム
が
組
織
さ
れ
た
。
大
砲
や
鉄
砲
な
ど
の

武
器
や
船
に
搭
載
し
た
道
具
な
ど
三
万
点
に
お
よ
ぶ
遺
物
が
発
掘
さ
れ
た
。
現
在
、

保
存
処
理
を
終
え
た
遺
物
は
開
陽
丸
展
示
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
〔
江
差
町
教
育

委
員
会
、
開
陽
丸
引
揚
促
進
期
成
会 

一
九
八
二
〕。
江
差
の
ほ
か
、
琵
琶
湖
に
お
い
て

自
治
体
が
中
心
と
な
り
水
中
遺
跡
の
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。
琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業

に
関
連
し
た
調
査
が
行
わ
れ
、
琵
琶
湖
全
体
で
一
〇
〇
件
近
い
水
中
遺
跡
が
調
査
さ

れ
て
い
る
。
縄
文
時
代
以
降
の
遺
跡
、
主
に
弥
生
時
代
や
古
代
の
遺
跡
が
多
い
が
、

中
世
の
遺
跡
も
存
在
す
る
。
城
の
一
部
や
、
護
岸
施
設
、
埋
没
し
た
村
の
一
部
な
ど

も
見
ら
れ
る
〔
滋
賀
県
教
育
委
員
会 

二
〇
一
五
〕。
こ
の
よ
う
に
、
滋
賀
県
で
は
、
大

図3　葛籠尾崎湖底遺跡出土遺物の展示風景（筆者撮影：葛籠尾崎湖底遺跡資料館）
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規
模
開
発
に
際
し
て
事
前
調
査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
他
県
で
は
、
同
様
の
調
査
は
ほ

と
ん
ど
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

開
陽
丸
や
琵
琶
湖
で
の
調
査
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
長
崎
県
の
鷹
島
海
底
遺

跡
で
も
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
下
記
に
詳
し
く
述
べ

る
た
め
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
が
、
蒙
古
襲
来
と
い
う
歴
史
の
現
場
を
直
接
研
究
す
る

こ
と
が
出
来
る
た
め
、
継
続
し
て
遺
跡
を
調
査
す
る
意
義
は
大
き
く
、
注
目
に
値
す

る
。
ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産
保
護
条
約
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
紹
介
さ
れ
る
、
日
本
を

代
表
す
る
水
中
遺
跡
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
長
年
の
調
査
に
よ
り
数
千
点
の

遺
物
が
出
土
し
て
い
た
も
の
の
、
ま
と
ま
っ
た
形
の
船
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
な
か
な
か
国
内
で
水
中
遺
跡
の
研
究
を
発
展
さ
せ
る
機
運
が
育
た
な
か
っ

た
が
、
二
〇
一
一
年
、
琉
球
大
学
の
調
査
（
科
研
：
水
中
考
古
学
手
法
に
よ
る
元
寇

沈
船
の
調
査
と
研
究
）
に
よ
り
、
初
め
て
船
体
が
発
見
さ
れ
た
。
船
体
の
特
徴
や
積

荷
か
ら
中
国
で
作
ら
れ
た
船
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
〔
池
田 

二
〇
一
一
〕。

こ
の
発
見
を
契
機
と
し
、
文
化
庁
は
日
本
に
相
応
し
い
水
中
遺
跡
の
周
知
か
ら
保

存
・
活
用
に
い
た
る
手
法
や
管
理
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
「
水
中
遺
跡
調
査
検
討

委
員
会
（
以
下
、
委
員
会
）」
を
立
ち
上
げ
た
〔
文
化
庁 

二
〇
一
七
〕。
委
員
会
は
様
々

な
立
場
の
研
究
者
や
行
政
担
当
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
水
中
遺
跡
に
関
す
る
議

論
に
資
す
る
た
め
、
平
成
二
五
年
度
か
ら
五
年
間
、
九
州
国
立
博
物
館
は
文
化
庁
委

託
事
業
「
水
中
遺
跡
の
保
存
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究
」
を
実
施
し
た
。
こ
の
事
業

で
は
、
日
本
お
よ
び
諸
外
国
の
水
中
遺
跡
保
護
の
現
状
の
調
査
、
ま
た
、
国
内
で
遺

跡
調
査
を
行
い
、
そ
の
手
順
や
方
法
を
検
証
し
た
〔
九
州
国
立
博
物
館 
二
〇
一
四

−

二
〇
一
八
〕。
文
化
庁
は
、
地
方
公
共
団
体
に
積
極
的
に
水
中
遺
跡
の
把
握
と
周
知
を

呼
び
掛
け
て
い
る
〔
文
化
庁 

二
〇
一
七
〕。
な
お
、
二
〇
一
九
年
現
在
、
新
た
な
委
員

会
が
組
織
さ
れ
、
文
化
財
担
当
職
員
が
適
切
な
遺
跡
保
護
を
行
う
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
し
て
『
水
中
遺
跡
調
査
の
て
び
き
』
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

「
水
中
遺
跡
の
保
存
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究
」
で
は
、
福
岡
県
新
宮
町
の
相
島

海
底
遺
跡
の
調
査
（
平
安
時
代
の
瓦
が
出
土
）
や
沖
縄
県
多
良
間
村
高
田
海
岸
で
座

礁
し
た
フ
ァ
ン
・
ボ
ッ
セ
号
（
オ
ラ
ン
ダ
商
船
）
の
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
〔
九

州
国
立
博
物
館 

二
〇
一
四

−

二
〇
一
八
〕。
特
に
中
世
の
交
易
と
か
か
わ
り
が
深
い
の

は
、
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
宇
検
村
の
倉
木
崎
海
底
遺
跡
の
調
査
で
あ
ろ
う
。
倉
木
崎

海
底
遺
跡
か
ら
は
、
一
二

−

一
三
世
紀
の
中
国
産
の
陶
磁
器
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い

る 

。
遺
物
の
多
く
は
、
博
多
遺
跡
群
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
遺
跡
は
水
深
三

ⅿ
程
の
浅
い
海
域
に
広
が
っ
て
お
り
、
陶
磁
器
以
外
の
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
図

4
）。
青
山
学
院
大
学
が
一
九
九
五
年
か
ら
四
年
間
に
わ
た
り
潜
水
調
査
を
実
施
し
、

報
告
書
を
刊
行
し
て
い
る
〔
宇
検
村
教
育
委
員
会 

一
九
九
九
〕。
こ
の
遺
跡
に
着
目
し

た
九
州
国
立
博
物
館
は
、
二
〇
一
四
年
に
再
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
の
目
的

は
、
遺
跡
形
成
の
要
因
を
探
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
金
属
探
知
機
、
磁
気
探
査
、
ま
た
、

海
底
の
堆
積
層
の
断
面
を
可
視
化
す
る
サ
ブ
ボ
ト
ム
・
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
等
に
よ
る

探
査
を
実
施
し
た
が
、船
体
や
鉄
釘
な
ど
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

お
そ
ら
く
、
何
ら
か
の
理
由
で
大
量
の
陶
磁
器
が
破
棄
さ
れ
た
場
所
で
あ
ろ
う
と
判

断
さ
れ
た
〔
九
州
国
立
博
物
館 

二
〇
一
五
〕。

地
方
公
共
団
体
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
活
動
も
紹
介
し
て
お
こ
う
。

長
崎
県
五
島
列
島
の
小
値
賀
島
で
は
、
中
世
の
中
国
特
有
の
椗
石
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
交
易
の
証
拠
を
示
す
沈
没
船
の
発
見
が
期
待
さ
れ
て
い
た
（
図
5
）。
小
値
賀

町
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア
ジ
ア
水
中
考
古
学
研
究
所
（
九
州
・
沖
縄
水
中
考

古
学
研
究
所
）
に
潜
水
調
査
を
委
託
し
て
水
中
遺
跡
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
一
六
世

紀
頃
の
東
南
ア
ジ
ア
産
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
、山
見
沖
海
底
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
。

鉛
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
、
タ
イ
の
ハ
ン
ネ
ラ
土
器
な
ど
が
出
土
し
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸

初
期
に
か
け
て
の
交
易
の
様
子
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
（
図
6
）。
ま
た
、
一
二

−

一
三
世
紀
頃
の
中
国
か
ら
の
貿
易
船
を
思
わ
せ
る
遺
物
が
出
土
し
た
前
方
湾
海
底

遺
跡
も
ア
ジ
ア
水
中
考
古
学
研
究
所
に
よ
り
調
査
が
実
施
さ
れ
た 

〔
小
値
賀
町
教
育

委
員
会 

二
〇
〇
二
、
二
〇
〇
七
、
二
〇
〇
八
〕。
五
島
列
島
が
海
の
要
所
で
あ
っ
た
こ

と
が
良
く
わ
か
る
遺
跡
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
水
中
考
古
学
研
究
所
が
全
国
の

水
中
遺
跡
の
把
握
を
目
指
し
て
資
料
の
収
集
や
現
地
調
査
を
実
施
し
、
国
内
お
よ
そ
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五
〇
〇
件
の
水
中
遺
跡
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
五
冊
の
報

告
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
水
中
遺
跡
を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と

な
っ
て
い
る
〔
ア
ジ
ア
水
中
考
古
学
研
究
所 

二
〇
一
三
〕。

❹
国
内
の
水
中
遺
跡
の
現
状

現
在
、
全
国
で
四
六
八
、〇
〇
〇
件
を
超
え
る
埋
蔵
文
化
財
の
包
蔵
地
が
周
知
さ

れ
て
お
り
、
年
間
八
、〇
〇
〇
件
程
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
し
か
し
、

水
中
遺
跡
の
調
査
は
年
間
数
件
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。
水
中
遺
跡
を
対
象
と
し
た

研
究
の
最
初
の
一
歩
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
さ
れ
た
遺
跡
の
概
要
を
知
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
れ
だ
け
の
沈
没
船
遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
か
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
知
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
文
献
史
料
な
ど
に
残
る
海
難
記
録
か
ら
あ

る
程
度
推
測
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
ま
と
め
た
国
内
水
中
遺
跡
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
〔Sasaki 2019

〕、
そ
し
て
、
九
州
国
立
博
物
館
が
文
化
庁
委
託
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
し
た
市
町
村
史
の
海
難
記
録
調
査
〔
九
州
国
立
博
物
館 

二
〇
一
四

−

二
〇
一
八
〕
を
紹
介
す
る
。
な
お
、デ
ー
タ
の
詳
細
は
、そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
そ
の
概
要
の
み
を
示
す
。

佐
々
木
が
実
施
し
た
調
査
〔Sasaki 2019

〕
で
は
、文
化
庁
が
二
〇
〇
〇
年
に
行
っ

図4　倉木崎海底遺跡出土遺物の展示風景
　（筆者撮影：生涯学習センター「元気の出る館」歴史民俗資料展示室）

図5　小値賀島で引き揚げられた椗石（筆者撮影）

図6　山見沖海底遺跡出土遺物の例  （筆者撮影：九州国立博物館）
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た
調
査
、
九
州
国
立
博
物
館
が
実
施
し
た
調
査
〔
九
州
国
立
博
物
館 

二
〇
一
四

−

二
〇
一
八
〕、
ア
ジ
ア
水
中
考
古
学
研
究
所
が
実
施
し
た
二
〇
一
三
年
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
〔
ア
ジ
ア
水
中
考
古
学
研
究
所 

二
〇
一
三
〕
を
基
本
と
し
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の

全
国
遺
跡
報
告
総
覧

（
（
（

の
検
索
機
能
を
利
用
し
て
水
中
遺
跡
や
水
際
の
遺
跡
の
抽
出
、

各
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
（
文
化
財
課
）
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
行
し
て
い
る
遺
跡

地
図
な
ど
に
よ
り
資
料
の
充
実
を
図
っ
た

（
（
（

。
こ
れ
ら
の
遺
跡
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
現

状
（
調
査
・
発
掘
済
、
確
認
・
探
査
済
、
消
滅
）、
種
類
（
沈
没
船
、
包
蔵
地
、
遺

物
散
布
地
）、
立
地
（
内
水
面
、
潮
間
帯
、
海
底
）、
時
代
・
年
代
に
つ
い
て
記
載
し

た
。
以
下
は
、
佐
々
木
〔Sasaki 2019

〕
が
実
施
し
た
調
査
を
ま
と
め
た
。

こ
の
調
査
で
は
、
五
九
六
件
の
遺
跡
を
水
中
遺
跡
と
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
地
方
公

共
団
体
が
周
知
の
遺
跡
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
、
例
え
ば
近
・
現
代
の
沈
没
船
も

含
む
。
三
万
キ
ロ
の
日
本
の
海
岸
の
長
さ
を
考
え
る
と
、
お
よ
そ
五
〇
㎞
に
一
件
の

遺
跡
が
あ
る
計
算
と
な
る
。
世
界
的
な
統
計
（
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー

ク
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
数
万
件
の
水
中
遺
跡
が
あ
る
と
さ
れ
る
）
と
比
べ
て
も
極
端
に
水

中
遺
跡
の
数
が
少
な
く
、
水
中
遺
跡
の
把
握
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に

わ
か
る
。
さ
ら
に
、
沖
縄
県
だ
け
で
一
三
二
件
、
滋
賀
県
に
は
一
一
六
件
、
長
崎
に

は
五
一
件
の
水
中
遺
跡
が
あ
り
、
こ
の
三
県
に
水
中
遺
跡
が
集
中
し
て
い
る
。
北

海
道
や
静
岡
で
は
そ
れ
ぞ
れ
二
四
件
、
内
陸
に
位
置
す
る
長
野
県
で
は
遺
跡
の
数
は

一
〇
件
を
超
え
る
。
一
方
、
秋
田
県
や
宮
崎
県
で
は
水
中
遺
跡
を
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
結
果
を
見
る
限
り
、
日
本
に
本
来
分
布
し
て
い
る
水
中
遺
跡
の
数
を
示
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
単
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
県
の
水
中
遺
跡
に
関
す
る
意
識
、

調
査
の
有
無
の
数
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
断
片
的
な
資
料
で

は
あ
る
が
、
日
本
の
水
中
遺
跡
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
概
要
、
探
査

済
み
の
遺
跡
、
発
掘
調
査
済
み
の
遺
跡
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

水
中
遺
跡
の
概
要
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
六
〇
〇
件
の
水
中
遺
跡
の
う
ち
、
一
五
〇

件
の
遺
跡
で
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、六
七
件
の
遺
跡
で
遺
物
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
三
二
三
件
の
遺
跡
に
お
い
て
何
ら
か
の
確
認
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
遺
跡

の
種
類
と
し
て
は
、
沈
没
船
遺
跡
が
三
三
件
あ
り
、
遺
物
の
集
積
状
況
か
ら
沈
没
船

で
あ
っ
た
可
能
性
の
高
い
遺
跡
は
五
七
件
あ
り
、港
湾
遺
跡
は
五
六
件
あ
っ
た
。も
っ

と
も
多
い
種
類
の
遺
跡
は
、
遺
物
の
散
布
地
で
、
二
一
一
件
確
認
さ
れ
て
い
る
。
散

布
地
は
、
陸
上
の
遺
跡
が
水
没
し
た
場
合
、
海
岸
に
近
け
れ
ば
交
易
に
関
連
し
た
施

設
が
存
在
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
遺
構
の
確
認
さ
れ
て
い
る
水
没
遺
跡
は
、

一
三
五
件
あ
っ
た
。
次
に
、
遺
跡
の
立
地
に
関
し
て
は
、
潮
間
帯
や
海
の
遺
跡
は

四
〇
〇
件
を
超
え
て
い
る
。
日
本
の
河
川
は
流
れ
が
速
く
水
運
で
利
用
し
に
く
く
、

遺
跡
が
残
り
に
く
い
環
境
に
あ
る
が
、
湖
で
は
の
こ
り
や
す
い
。
例
え
ば
、
琵
琶
湖

の
総
合
開
発
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
水
没
遺
跡
は
一
〇
〇
件
を
超
え
る
。
最
後
に
、
年

代
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
今
回
の
調
査
で
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
は
二
三
二
遺
跡
確

認
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
の
遺
跡
も
二
一
四
件
が
知
ら
れ
て
い
る
。
近
現
代
の
水
中
遺

跡
は
四
一
件
と
意
外
と
少
な
い
印
象
を
受
け
る
。
水
深
五
〇
ｍ
を
超
え
た
場
所
で
も

旧
石
器
時
代
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
〔Sasaki 2019

〕。

探
査
済
み
の
遺
跡
は
、
三
二
三
件
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
遺
跡
に
つ
い
て
詳
細
を
見

た
い
。
確
認
調
査
の
事
例
の
う
ち
、
散
布
地
が
最
も
多
く
、
一
四
九
遺
跡
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
遺
跡
が
一
一
〇
件
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
潮
間
帯
の
生
産
遺
跡
で
あ
る
。
沖

縄
の
漁
労
遺
跡
や
石
切
り
場
な
ど
が
主
で
あ
る
。
ま
た
、「
残
念
石
」
と
呼
ば
れ
る

築
城
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
石
が
瀬
戸
内
海
（
大
坂
城
築
城
の
た
め
）、
ま
た
、
静

岡
県
と
神
奈
川
県
（
江
戸
城
築
城
の
た
め
）
沖
に
存
在
す
る
。
目
視
確
認
さ
れ
た
遺

跡
が
多
く
、
探
査
機
器
を
使
っ
た
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
お
よ
そ
一
五
〇
件
の
水
中
遺
跡
で
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
水
中
遺
跡
発
掘
の
多
く
は
琵
琶
湖
の
総
合
開
発
に
よ
る
調
査
で
あ
り
、
そ
の
他
の

遺
跡
も
開
発
に
伴
う
発
掘
が
多
い
。
確
認
さ
れ
た
遺
跡
数
の
う
ち
、
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
遺
跡
の
数
の
割
合
は
、
諸
外
国
に
比
べ
て
高
い
。
諸
外
国
で
は
、
確
認
さ
れ
た
数

万
件
の
遺
跡
の
中
か
ら
簡
易
的
な
調
査
が
行
わ
れ
る
の
は
数
百
遺
跡
、
そ
し
て
、
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
る
遺
跡
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
発
掘
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
諸
外
国
で
は
事
前
調
査
に
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お
い
て
遺
跡
を
特
定
し
、
開
発
は
遺
跡
を
避
け
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

水
中
遺
跡
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
特
に
交
流
の
解
明
に
向
け
た
資
料
と
な
る
沈
没
船

遺
跡
が
ど
れ
だ
け
存
在
し
て
い
る
か
を
見
る
に
は
、
座
礁
や
沈
没
な
ど
を
記
録
し
た

海
難
事
故
を
記
し
た
文
献
史
料
の
精
査
が
必
要
と
な
る
。
九
州
国
立
博
物
館
は
、
文

化
庁
委
託
事
業
の
一
環
と
し
て
日
本
全
国
の
海
難
記
録
を
ま
と
め
て
お
り
、
以
下
に

そ
の
内
容
を
示
す
〔
九
州
国
立
博
物
館 

二
〇
一
八
〕。

二
〇
一
七
年
、文
化
庁
は
水
中
遺
跡
の
把
握
に
向
け
、各
県
に（
一
）海
難
事
故
年（
西

暦
と
和
暦
）、（
二
）
海
難
事
故
の
発
生
場
所
、（
三
）
海
難
事
故
の
種
類
、（
四
）
史
料
名
・

出
典
、（
五
）
備
考
、
を
ま
と
め
る
よ
う
依
頼
し
た
。
全
国
の
教
育
委
員
会
は
各
市

町
村
史
等
か
ら
海
難
事
故
の
記
録
を
収
集
し
、
九
州
国
立
博
物
館
が
そ
の
デ
ー
タ
を

分
析
し
た
。
収
集
し
た
海
難
記
録
の
総
数
は
、
五
五
九
八
件
あ
っ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
は
海
難
記
録
の
総
数
で
は
な
い
。
文
献
史
料
の
収
集
の
仕
方
の
違
い
、
検
索
の

仕
方
の
違
い
が
あ
る
が
、
市
町
村
史
に
編
纂
さ
れ
た
資
料
か
ら
見
え
る
数
字
で
あ
る
。

都
道
府
県
別
に
記
録
を
見
る
と
、
最
も
記
録
の
多
か
っ
た
の
は
、
新
潟
県
で
あ
り
、

六
三
七
件
の
記
録
が
確
認
さ
れ
た
。
次
に
記
録
の
多
か
っ
た
静
岡
県
は
四
四
三
件
あ

り
、
こ
の
二
県
だ
け
で
全
体
の
記
録
の
二
割
近
く
を
占
め
る
。
海
難
記
録
件
数
が
そ

れ
ぞ
れ
県
や
市
町
村
に
よ
り
大
き
な
偏
り
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
市
町
村
史
に

記
載
の
あ
る
記
録
を
集
め
た
結
果
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
ど
れ
だ
け

海
難
記
録
を
史
料
と
し
て
編
纂
し
た
か
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

新
潟
県
は
、
海
揚
が
り
品
の
記
録
が
良
く
残
さ
れ
て
い
た
が
、
海
難
記
録
も
市
町

村
史
に
残
さ
れ
て
い
る
。
主
な
記
録
は
北
前
船
交
易
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
静
岡
県
も

記
録
が
多
い
が
、
江
戸
と
大
坂
を
つ
な
い
だ
航
路
で
あ
り
、
特
に
遠
州
灘
が
歴
史
的
に

海
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
も
こ
の
記
録
の
多
さ
が
物
語
っ
て
い
る
。
一
方
、

デ
ー
タ
を
詳
し
く
見
る
と
江
戸
や
大
坂
、
そ
し
て
、
博
多
湾
内
で
は
海
難
の
記
録
が

少
な
く
、
少
し
は
な
れ
た
地
域
の
記
録
の
ほ
う
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
湾
内

で
は
、
交
通
量
は
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
事
故
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
江
戸
時
代
以
前
の
記
録
は
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
市
町
村
史
に
残
さ
れ
て
い

な
い
。
デ
ー
タ
の
多
く
は
一
七
世
紀
以
降
の
海
難
事
故
で
あ
る
。
一
七
世
紀
以
前
の
記

録
は
、
外
国
船
、
大
型
船
舶
や
公
的
な
船
舶
の
記
録
が
多
く
、
地
域
内
の
船
舶
に
よ

る
海
難
記
録
は
、
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
一
七
世
紀
以
前
の
記
録
は
一
〇
〇
件
程

あ
り
、
そ
の
う
ち
四
五
件
は
九
州
に
あ
る
。
中
世
の
記
録
は
、
特
に
鹿
児
島
と
長
崎
の

五
島
列
島
な
ど
に
多
く
残
る
。
五
島
列
島
の
水
中
遺
跡
と
海
難
記
録
が
合
致
し
て
い

る
点
は
注
目
に
値
す
る
が
、
逆
に
考
え
れ
ば
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
で
し
か
な
い
。
海

難
記
録
の
多
い
と
こ
ろ
に
は
、
水
中
遺
跡
も
存
在
す
る
可
能
性
は
高
い
。
こ
の
調
査
で

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
外
国
船
の
海
難
事
故
は
八
二
六
件
あ
っ
た
。
多
く
の
記

発掘された遺跡 １）水没遺跡 ２）貝塚 ３）遺物散布地 ４）その他

合計 60 14 45 12

潮間帯 9 4 6 4

湖・池 35 8 31 3

河川 4 1 1 1

海 11 0 7 2

その他（不明） 0 1 0 2

遺跡の時代区分

旧石器時代 5 0 5 1

縄文時代 34 12 27 2

弥生―平安 32 4 26 3

鎌倉―江戸初期 12 4 8 5

江戸時代 5 0 2 7

明治以降 0 0 0 2

不明 3 0 2 0

表1　発掘調査が行われた水中遺跡の概要
〈発掘調査が行われた遺跡のうち立地場所と時代区分が明確な，１）水没遺跡，２）貝
塚，３）遺物散布地，４）その他の遺跡のみ集計した。また，時代区分は，複合遺跡な
ど重複しているため，遺跡の合計数と必ずしも一致しない。〉
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録
は
、
座
礁
や
寄
港
で
あ
り
、
完
全
に
沈
没
し
た
記
録
は
少
な
い
。
船
体
に
大
き
な

被
害
が
あ
り
、
ま
た
、
地
元
住
民
と
接
触
が
あ
っ
た
記
録
は
二
七
〇
件
に
限
ら
れ
る
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
事
例
は
、
全
国
の
海
難
記
録
を
網
羅
し
た
調
査
で
は
な
い
が
、

県
別
や
地
域
の
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
海
難
事
故
は
、
人
が
助
か
っ
て

初
め
て
記
録
に
残
さ
れ
る
た
め
、
航
海
の
途
中
で
沈
没
し
た
船
の
場
合
は
生
存
者
も

少
な
い
。
も
し
く
は
、
海
難
事
故
で
は
な
く
、
別
の
記
録
（
出
港
記
録
な
ど
）
を
頼

る
し
か
な
い
。
日
本
全
国
の
海
難
記
録
の
調
査
を
行
っ
た
金
指
正
三
の
『
近
世
海
難

救
助
制
度
の
研
究
』〔
金
指 

一
九
六
八
〕
な
ど
が
考
古
学
調
査
に
良
い
資
料
と
な
る
。

諸
外
国
の
例
を
見
る
と
、
水
中
遺
跡
（
水
没
遺
跡
お
よ
び
沈
没
船
）
の
多
く
は
比
較

的
陸
に
近
い
場
所
に
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
水
中
遺
跡

の
周
知
を
進
め
て
い
く
に
は
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
水
中
遺
跡
の
有
無
の
確
認
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
日
本
の
国
土
の
特
徴
と
し
て
、
埋
立
地
が
多
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
浚
渫
や
漁
業
活
動
に
よ
り
多
く
の
海
域
で
水
中
遺
跡
が

消
滅
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
海
揚
が
り
品
も
時
折
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な

ど
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
遺
跡
破
壊
が
確
実
に
起
こ
っ
て
い
る
。
現
在
、
ク
リ
ー
ン
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
進
め
る
た
め
、
洋
上
風
力
発
電
所
の
設
営
計
画
が
各
地
で
進

ん
で
い
る
が
、
水
中
遺
跡
・
水
中
文
化
遺
産
の
保
護
に
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て

い
な
い

（
（
（

。
諸
外
国
で
見
る
よ
う
な
、
海
の
上
の
開
発
に
係
る
調
査
は
想
定
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
〔Sparvath 2012

〕。
水
中
に
存
在
す
る
文
化
財
へ
の
対
応
は
不

十
分
で
あ
り
、
風
車
が
設
置
さ
れ
る
海
域
に
存
在
す
る
水
中
遺
跡
の
取
り
扱
い
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
交
流
の
物
的
証
拠
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
水
中
遺
跡
は
、
こ
の

よ
う
に
日
本
で
は
破
壊
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
考
古
学
者
や
歴
史
学
者
が
そ

れ
を
認
識
し
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

❺
鷹
島
海
底
遺
跡
に
お
け
る
研
究
事
例

長
崎
県
松
浦
市
の
鷹
島
海
底
遺
跡
は
、
わ
が
国
の
水
中
遺
跡
調
査
の
歴
史
や
今
後

KO CH BO RU US EN DU SP SE 不明 計

1600 年以前 7 9 10 0 0 0 1 6 0 6 39

1600-1700 年 23 74 0 0 0 0 6 2 5 11 121

1700-1800 年 112 179 0 2 0 1 8 1 0 20 323

1800-1868 年 95 87 0 6 13 15 8 0 2 32 258

1868 年以降 14 2 0 9 9 20 0 0 2 17 73

不明 1 5 0 0 1 1 1 0 0 3 12

計 252 356 10 17 23 37 24 9 9 89 826

表2　外国船籍による海難事故記録
〈KO：朝鮮半島（高麗），CH：中国，BO：渤海，RU：ロシア，US：アメリカ，EN：イギリス，DU：オランダ，SP：スペイン・
ポルトガル，SE：東南アジア〉
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の
展
望
を
語
る
上
で
鍵
と
な
る
遺
跡
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
鷹
島
で
行
わ
れ
た
調
査

の
概
要
、
船
舶
・
海
事
考
古
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
紹
介
す
る
。

鷹
島
海
底
遺
跡
の
概
要

文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
年
）、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
覇
者
と
な
っ
た
モ
ン
ゴ
ル

帝
国
は
、
九
〇
〇
隻
の
艦
隊
を
編
成
し
博
多
湾
に
向
か
わ
せ
た
が
、
数
日
の
戦
い
の

後
、撤
退
し
て
い
る
。
そ
の
後
、中
国
を
征
服
し
た
元
朝
は
、弘
安
四
年
（
一
二
八
一

年
）、
再
び
日
本
侵
略
を
試
み
る
。『
高
麗
史
』
や
『
元
史
』
に
よ
る
と
高
麗
か
ら
は

東
路
軍
、
中
国
揚
子
江
か
ら
は
江
南
軍
の
二
つ
の
船
団
が
日
本
に
向
け
ら
れ
た
。
実

際
の
船
の
数
は
定
か
で
は
な
い
が
、
千
隻
を
超
え
る
大
艦
隊
が
伊
万
里
湾
に
移
動

し
た
際
、
大
風
が
吹
き
多
く
の
船
が
沈
没
し
た
と
伝
わ
る
〔
佐
伯 

二
〇
〇
三
、
服
部 

二
〇
一
四
〕。
伊
万
里
湾
に
浮
か
ぶ
鷹
島
周
辺
の
海
域
か
ら
、
日
本
史
上
の
大
事
件

で
あ
っ
た
蒙
古
襲
来
に
関
わ
る
多
く
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
蒙
古
襲
来
に
つ

い
て
は
未
だ
に
謎
が
多
く
、
鷹
島
海
底
遺
跡
の
調
査
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

鷹
島
で
は
、
今
で
も
岸
を
歩
く
と
た
く
さ
ん
の
遺
物
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
漁
師
に
よ
り
錆
び
た
鉄
製
品
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
水
中
遺
跡
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
鷹
島
海
底
遺
跡
の
調
査
の
歴
史
は
古
く
、

一
九
八
〇
年
の
茂
在
寅
男
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
調
査
に
ま
で
遡
る
。
茂
在
が
開
発

し
た
海
洋
音
響
装
置
を
使
い
遺
物
の
集
積
す
る
場
所
を
特
定
し
、
潜
水
士
が
遺
物
の

引
き
上
げ
を
行
っ
た
が
、
船
体
の
発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
調
査
の
成
果
を
受

け
、
鷹
島
の
南
岸
の
海
域
が｢

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地｣

に
指
定
さ
れ
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
調
査
の
噂
を
聞
い
た
地
元
漁
師
は
、
数
年

前
に
偶
然
発
見
し
た
青
銅
印
（
管
軍
総
把
印
）
を
調
査
団
に
持
ち
込
ん
だ
。
こ
の
印

に
は
パ
ス
パ
文
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
元
軍
の
船
団
が
鷹
島
に
い
た
確
固
た
る
証
拠

と
な
っ
た 〔
池
田 

二
〇
一
八
〕。

そ
の
後
、
科
学
研
究
費
に
よ
る
事
業
や
護
岸
改
修
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
調
査
で

は
、
多
く
の
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
。
遺
跡
管
理
の
主
体
は
鷹
島
町
に
あ
っ
た
が
、
潜

水
し
て
調
査
で
き
る
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
自
ら
の
手
で
直
接
水
中
遺
跡
を
調
査

す
る
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
主
に
委
託
業
務
と
し
て
潜
水
調
査
を
実
施
し
た 

〔
鷹

島
町
教
育
委
員
会
一
九
八
四
、
一
九
九
六
〕。
一
九
八
〇

−

九
〇
年
代
に
は
ア
ジ
ア
水

中
考
古
学
研
究
所
が
調
査
の
中
心
的
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
鷹
島
南
岸
の

数
か
所
で
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
神
崎
港
の
改
修
工
事
に
伴
う
調
査
で
は
、
武
器
・

武
具
類
、
中
国
陶
磁
器
な
ど
二
、〇
〇
〇
件
に
も
お
よ
ぶ
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
大
型
木
製
椗
や
船
の
隔
壁
材
な
ど
も
発
見
さ
れ
た
〔
鷹
島
町
教
育
委
員

会 

二
〇
〇
二
、
二
〇
〇
三
〕。
こ
れ
ら
の
発
見
は
、
日
本
よ
り
も
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
で

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、
世
界
を
代
表
す
る
著
名
な
水
中
遺
跡
と

し
て
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
、
ス
ペ
イ
ン
・
ア
ル
マ
ダ
艦
隊
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
船
と
並
べ

て
鷹
島
海
底
遺
跡
を
紹
介
し
て
い
る

（
（1
（

。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
も
調
査
は
続

き
、
木
材
だ
け
で
五
〇
〇
点
以
上
引
き
揚
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
木
材
に
つ
い
て
、

二
〇
〇
四

−

二
〇
〇
六
年
に
は
、
筆
者
が
実
測
調
査
を
行
っ
た
の
で
、
次
の
節
に
て

紹
介
し
た
い
〔Sasaki 2015

〕。

こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
り
多
く
の
遺
物
が
引
き
揚
げ
ら
れ
た
こ
と
は
ひ
と
つ
の
成
果

と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
回
収
さ
れ
た
遺
物
の
保
存
処
理
は
鷹
島

町
で
実
施
で
き
る
余
裕
は
な
く
、
水
槽
内
で
脱
塩
処
理
を
行
い
な
が
ら
現
状
で
保
管

す
る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
〇
六
年
は
鷹
島
海
底
遺
跡
の

調
査
に
お
け
る
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
年
、
平
成
の

市
町
村
合
併
に
よ
り
、遺
跡
の
管
理
主
体
が
鷹
島
町
か
ら
松
浦
市
に
移
っ
た
。
ま
た
、

琉
球
大
学
の
池
田
栄
史
を
代
表
と
し
て
調
査
（
科
研
：
長
崎
県
北
松
浦
郡
鷹
島
周
辺

海
域
に
眠
る
元
寇
関
連
遺
跡
・
遺
物
の
把
握
と
解
明
）が
始
ま
っ
た
。マ
ル
チ
ビ
ー
ム
・

ソ
ナ
ー
を
使
用
し
て
伊
万
里
湾
全
域
の
三
次
元
海
底
地
形
図
を
作
成
し
、
ま
た
、
一

部
海
域
に
お
い
て
サ
ブ
ボ
ト
ム
・
プ
ロ
フ
ァ
イ
ラ
ー
に
よ
る
海
底
断
面
層
の
調
査
を

実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
神
崎
沖
に
沈
没
船
の
よ
う
な
異
常
反
応
が
数
箇
所
認
め
ら

れ
た
。
そ
れ
ら
の
異
常
反
応
地
点
で
潜
水
調
査
を
実
施
し
、
二
〇
一
一
年
、
原
形
を
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と
ど
め
た
船
体
の
一
部
が
発
見
さ
れ
た 

〔
池
田 

二
〇
一
一
〕。
こ
の
沈
没
船
は
、
鷹

島
一
号
船
と
呼
ば
れ
、
国
内
外
の
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
で
伝
え
ら
れ
た
。
鷹
島
一
号

船
は
、
船
板
の
特
徴
、
鉄
釘
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
積
み
荷
の
種
類
か
ら
、

中
国
で
作
ら
れ
た
船
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
（
図
7
）。

こ
の
沈
没
船
の
発
見
を
受
け
、
文
化
庁
は
水
中
遺
跡
の
保
護
管
理
体
制
の
整
備
に

向
け
て
急
速
に
動
き
出
す
。
二
〇
一
二
年
三
月
、
鷹
島
海
底
遺
跡
の
一
部
は
、
沈
没

船
遺
跡
と
し
て
、
初
め
て
国
の
指
定
史
跡
と
な
っ
た
（
史
跡
鷹
島
神
崎
遺
跡
） 〔
文

化
庁 

二
〇
一
七
〕。
そ
の
後
、
琉
球
大
学
が
継
続
し
て
調
査
（
科
研
：
水
中
考
古
学

手
法
に
よ
る
元
寇
沈
船
の
調
査
と
研
究
）
を
実
施
し
、
二
〇
一
四
年
に
は
新
た
に
鷹

島
二
号
船
が
発
見
さ
れ
た
〔
池
田 

二
〇
一
六
〕。
こ
の
船
は
、
一
号
船
に
比
べ
る
と

船
体
の
残
り
が
良
く
、
隔
壁
構
造
を
持
っ
た
Ｖ
字
型
の
中
国
船
で
あ
っ
た
。
船
首
が

尖
り
、全
体
的
に
細
長
く
、ス
ピ
ー
ド
を
重
視
し
た
船
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
図

8
）。
こ
れ
ら
二
隻
の
沈
没
船
は
、
引
き
揚
げ
ず
に
、
現
地
（
水
中
）
に
て
管
理
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
現
在
、
二
隻
の
沈
没
船
は
埋
め
戻
さ
れ
、
水
中
の
環
境
を

図7　鷹島1号船　実測図（池田栄史（編）2016）

図8　鷹島2号船　実測図（池田栄史（編）2016）
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定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
〔
池
田 

二
〇
一
八
〕。

文
献
・
絵
画
資
料
と
の
比
較
研
究

現
在
、
日
本
国
内
で
、
中
世
の
文
献
史
料
や
絵
画
資
料
と
沈
没
船
遺
跡
な
ど
か
ら

得
ら
れ
た
資
料
の
比
較
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
研
究
者
の
数
は
、
そ
う
多
く
な
い
。

山
形
欣
哉
は
文
献
史
料
を
専
門
と
し
な
が
ら
考
古
学
へ
接
近 〔
山
形 

二
〇
〇
四
〕、
ま

た
、
安
達
裕
之
も
考
古
学
の
二
次
資
料
を
扱
う
。
逆
に
、
木
村
淳
は
考
古
学
者
と
し

て
の
視
点
か
ら
文
献
史
料
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い
る
〔K

im
ura 2016

〕。
文

献
史
料
や
絵
画
に
対
し
、
考
古
資
料
で
は
得
ら
れ
る
情
報
が
異
な
る
た
め
、
並
べ
て

比
較
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
分
野
が
融
合
し
て
初
め
て
船
の
正
確

な
復
元
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
考
古
資
料
の
更
な
る
蓄
積
に
期
待

し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
二
種
類
の
資
料
の
違
い
、
ま
た
、
鷹
島
で
実
施
さ
れ
た

研
究
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

絵
画
史
料
で
描
か
れ
る
船
は
、
主
に
帆
や
マ
ス
ト
、
そ
し
て
、
大
ま
か
な
船
の
形

で
あ
り
、
横
か
ら
見
た
図
が
描
か
れ
る
。
基
本
的
に
喫
水
面
よ
り
も
下
は
描
か
れ
る

こ
と
が
少
な
く
、
竜
骨
の
形
状
、
そ
し
て
、
竜
骨
の
有
無
な
ど
明
確
な
構
造
を
捉
え

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
写
実
的
な
絵
画
を
除
い
て
船
の
実
際
の
サ
イ
ズ
を

描
か
ず
、
表
現
し
た
い
題
材
や
目
的
に
応
じ
て
デ
ィ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
。
船
材

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
ご
と
の
図
、
内
部
構
造
、
船
材
の
接
合
方
法
に
つ
い
て
描
か
れ

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
し
、
椗
の
巻
き
上
げ
機
や
甲
板
上
で
使
用
す
る
道

具
類
は
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
〔
山
形 

二
〇
〇
四
〕。
ま
た
、
描
か
れ
る
題
材

で
あ
る
が
、
特
殊
な
船
や
何
か
大
き
な
事
件
、
例
え
ば
海
戦
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
船

が
描
か
れ
記
録
に
残
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
般
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
商
船
な
ど

は
、
あ
ま
り
絵
画
や
史
料
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
考
古
資
料
を
見
て
み
よ
う
。
水
の
中
は
、
酸
素
か
ら
遮
断
さ
れ
た
環
境
に

あ
る
た
め
、
有
機
物
の
保
存
が
良
好
で
あ
り
、
陸
の
遺
跡
で
は
普
段
ほ
と
ん
ど
残
ら

な
い
も
の
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
遺
物
の
色
や
形
な
ど
当
時
の
ま
ま
で
残
っ

て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。
文
字
史
料
か
ら
で
は
「
見
る
」
こ
と
の
出
来
な
い
当
時

の「
モ
ノ
」の
実
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、水
中
遺
跡
研
究
の
強
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
水
中
で
有
機
物
が
残
る
に
は
、
砂
や
シ
ル
ト
な
ど
に
埋
も
れ
て
い
る
こ
と

が
一
つ
の
条
件
と
な
る
。
重
た
い
積
荷
を
載
せ
た
船
が
沈
没
し
て
海
底
に
到
達
し
、

シ
ル
ト
が
堆
積
し
て
初
め
て
遺
跡
が
形
成
さ
れ
る
。
シ
ル
ト
な
ど
に
覆
わ
れ
て
い
な

い
と
、
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
が
繁
殖
し
、
有
機
物
は
数
年
の
う
ち
に
消
え
て
し
ま
う
。

そ
の
た
め
、
船
の
マ
ス
ト
や
上
部
構
造
が
残
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
〔M

uckelroy 

1978

〕。
船
体
の
場
合
、
積
荷
の
下
敷
き
と
な
っ
た
場
所
が
残
る
。
つ
ま
り
、
喫
水
線

よ
り
も
下
の
部
分
は
比
較
的
良
く
残
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
沈
没
船
は
竜
骨
と
外
板

数
枚
が
残
っ
て
い
る
程
度
で
あ
り
、
沈
没
船
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
、
船
体
の
内
部

構
造
、
部
材
ご
と
の
詳
細
、
接
続
方
法
な
ど
で
あ
る
。
船
体
の
五
％
ほ
ど
残
っ
て
い

る
の
が
一
般
的
な
沈
没
船
遺
跡
で
あ
る
が
、
中
に
は
七
〇
％
以
上
残
っ
て
い
る
場
合

も
あ
る
。
黒
海
や
バ
ル
ト
海
な
ど
特
殊
な
環
境
で
フ
ナ
ク
イ
ム
シ
や
バ
ク
テ
リ
ア
な

ど
が
生
息
し
て
い
な
い
環
境
に
あ
る
場
合
は
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
る
こ
と
も
あ
る
。

実
は
、
船
の
種
類
に
よ
っ
て
残
り
や
す
い
船
・
残
り
に
く
い
船
が
あ
る
。
軍
事
目
的

で
使
用
し
た
船
よ
り
も
、
商
船
の
ほ
う
が
沈
没
船
遺
跡
と
し
て
残
り
や
す
い
傾
向
に

あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
重
た
い
積
み
荷
を
搭
載
し
た
船
が
沈
ん
で
シ
ル
ト
で
覆
い

か
ぶ
さ
れ
て
遺
跡
と
な
る
。
戦
闘
で
使
用
す
る
船
や
上
陸
に
使
用
す
る
船
は
、
比
較

的
軽
く
造
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
人
を
多
く
乗
せ
る
た
め
に
、
積
荷
は
積
ん
で
い
な
い
。

さ
ら
に
、
戦
い
の
維
持
に
必
要
な
物
資
は
前
線
か
ら
一
歩
下
が
っ
た
輸
送
船
に
積
ん
で

お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
ガ
レ
ー
船
な
ど
海

上
で
の
戦
い
に
直
接
関
わ
る
船
が
発
見
さ
れ
た
例
は
諸
外
国
で
も
あ
ま
り
な
い
。
ス
ペ

イ
ン
の
ア
ル
マ
ダ
艦
隊
な
ど
大
砲
や
物
資
を
多
く
搭
載
し
て
長
距
離
を
渡
る
船
が
出

現
し
て
初
め
て
水
中
遺
跡
が
海
の
戦
い
の
解
明
に
大
き
な
役
割
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

船
の
絵
画
史
料
と
考
古
資
料
を
並
べ
て
比
べ
る
と
、
比
較
で
き
る
接
点
が
少
な
い

こ
と
が
分
か
る
。
要
約
す
る
と
、
絵
画
史
料
は
船
の
上
部
構
造
、
外
側
、
そ
し
て
、

不
確
定
で
は
あ
る
が
船
全
体
の
形
（
側
面
）
の
解
明
に
役
立
つ
。
一
方
、
考
古
資
料
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は
、
船
の
底
部
、
内
部
構
造
、
そ
し
て
船
の
断
面
の
形
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
絵
画

史
料
は
特
殊
な
船
が
残
る
が
、
考
古
資
料
は
一
般
的
な
船
が
残
る
と
い
う
こ
と
が
対

照
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
比
較
検
証
が
全
く
出
来
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
絵
画
史

料
か
ら
接
合
方
法
を
学
べ
る
例
と
し
て
、『
清
明
上
河
図
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
船
体
に
釘
の
頭
と
思
わ
れ
る
点
が
並
ん
で
い
る
の
が
確
認
で
き
る  

〔
井
原

二
〇
〇
四
、
山
形 

二
〇
〇
四
〕。
ま
た
、
考
古
資
料
で
も
ヴ
ァ
ー
サ
号
の
よ
う
に
例
外

的
に
保
存
状
態
が
良
い
遺
跡
も
あ
る
。
絵
画
と
考
古
学
は
、接
点
を
比
べ
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
お
互
い
の
デ
ー
タ
で
不
足
し
て
い
る
部
分
を
補
い
合
う
関
係
に
あ
る
。
以
下

に
、
い
く
つ
か
こ
れ
ま
で
の
研
究
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

山
形
は
鷹
島
に
お
け
る
研
究
と
し
て
、出
土
し
た
大
型
の
椗
（
三
号
椗
）
と
文
献
・

絵
画
資
料
を
比
較
し
、
椗
を
運
ん
で
い
た
船
の
大
き
さ
を
四
〇
ⅿ
以
上
で
あ
る
と
説

明
し
て
い
る
〔
山
形 

二
〇
〇
四
〕。
鷹
島
一
号
船
や
二
号
船
の
発
見
以
降
、
松
浦
市

は
鷹
島
の
水
中
遺
跡
の
Ｐ
Ｒ
事
業
に
復
元
船
を
利
用
し
て
い
る
。
安
達
裕
之
を
中
心

に
作
成
さ
れ
た
こ
の
船
体
は
、
韓
国
で
発
見
さ
れ
た
新
安
沈
没
船
を
参
考
に
、
全
長

約
三
四
ⅿ
、
幅
約
一
〇
ⅿ
、
深
さ
約
四
ⅿ
と
し
、
船
体
断
面
も
新
安
船
と
同
じ
く
Ｖ

字
型
を
基
に
し
て
い
る
。
上
部
構
造
や
艤
装
は
、
長
崎
に
来
航
し
た
中
国
船
や
琉
球

船
な
ど
の
絵
画
史
料
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
大
型
椗
な
ど
一
部
実
際
に
鷹
島
か
ら
出

土
し
た
遺
物
を
復
元
し
て
い
る 〔
内
野 

二
〇
一
七
〕。

蒙
古
襲
来
に
関
連
す
る
絵
画
史
料
に
蒙
古
襲
来
絵
詞
が
あ
る
。
蒙
古
の
軍
勢
に
果

敢
に
向
か
う
竹
崎
季
長
の
活
躍
を
描
い
た
絵
は
日
本
中
世
史
の
研
究
の
中
で
重
要
な

位
置
を
占
め
る
。
鷹
島
海
底
遺
跡
か
ら
は
実
際
の
戦
い
で
使
用
す
る
た
め
に
運
ん
だ

遺
物
が
多
く
発
見
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
の
資
料
の
比
較
に
役
立
つ
。
現
時
点
で
、
鷹

島
か
ら
出
土
し
た
遺
物
と
蒙
古
襲
来
絵
詞
を
詳
細
・
多
岐
に
わ
た
り
研
究
し
た
例
は

あ
ま
り
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
水
中
遺
跡
特
有
の
難
し
さ
、
特
に
遺
物
の
保
存

処
理
に
係
る
問
題
が
あ
る
。
水
中
か
ら
引
き
揚
げ
た
遺
物
は
、
薬
品
を
含
浸
さ
せ
る

な
ど
様
々
な
処
理
を
施
し
て
初
め
て
手
に
も
っ
て
分
析
が
可
能
と
な
る
。
武
具
な
ど

鉄
製
品
は
、
長
い
間
海
水
に
浸
か
っ
て
い
た
た
め
、
腐
食
が
進
ん
で
い
る
。
錆
が
進

行
す
る
と
、
周
囲
の
バ
ク
テ
リ
ア
等
と
反
応
し
、
砂
や
石
灰
な
ど
を
取
り
込
ん
で
膨

張
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
殻
を
形
成
し
、
ま
た
、
い
く
つ
も
の
遺
物

と
結
合
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
外
見
か
ら
で
は
も
と
の
遺
物
を
特
定
で
き

な
い
。
し
か
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
シ
ョ
ン
の
中
は
、
鉄
分
が
抜
け
出
し
て
空
洞
化
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
遺
物
の
抜
け
殻
と
例
え
る
こ
と
の
で
き
る
遺
物
も
、

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
と
の
遺
物
を
特
定
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
現
在
、
九
州
国
立
博
物
館
が
鷹
島
海
底
遺
跡
出
土
の
鉄
製
品
の
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ャ
ン
作
業
を
す
す
め
て
い
る
。（
図
9
）　
〔
鳥
越 

他 

二
〇
一
二
、
九
州
国
立
博
物

館 

二
〇
一
八
、
松
浦
市
教
育
委
員
会 

二
〇
一
一
〕。
今
後
、
蒙
古
襲
来
絵
詞
と
実
際
の

遺
物
を
対
比
し
た
研
究
が
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

図9　鷹島海底遺跡出土の鉄製品とCTスキャン画像
（松浦市教育委員会蔵，写真 : 九州国立博物館）
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船
舶
考
古
学
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

こ
こ
で
は
、
鷹
島
海
底
遺
跡
に
お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
例
を
示
す
。
最
初
に
、

東
ア
ジ
ア
で
発
掘
さ
れ
た
伝
統
船
舶
の
研
究
成
果
か
ら
韓
国
、
中
国
北
部
、
中
国
南

部
の
一
一

−

一
三
世
紀
頃
の
船
舶
の
特
徴
を
紹
介
し
、
そ
の
後
、
鷹
島
か
ら
出
土
し

た
木
材
の
実
測
の
成
果
を
示
す
。

韓
国
の
伝
統
船
舶
は
、
韓
国
南
西
海
岸
特
有
の
遠
浅
で
あ
り
干
満
の
差
が
大
き
い

エ
リ
ア
で
発
達
し
た
こ
と
が
そ
の
形
か
ら
窺
え
、
中
国
の
船
舶
と
は
全
く
異
な
る
発

達
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
韓
国
の
船
は
、
例
え
る
な
ら
箱
型
で
あ
る
。
ま
た
、
内

部
は
梁
を
使
用
し
て
お
り
、
隔
壁
は
見
ら
れ
な
い
。
底
板
は
平
ら
に
並
べ
ら
れ
、
外

板
も
垂
直
に
近
い
角
度
で
組
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
〔N
ational Research Institute 

of M
aritim

e Cultural H
eritage 2016

〕。
一
一
世
紀
頃
の
船
と
考
え
ら
れ
る
莞
島

船
な
ど
は
、底
板
と
外
板
の
設
置
部
に
「
オ
モ
キ
」
を
利
用
し
て
い
る
（
図
10
）〔
韓

国
文
化
財
管
理
局 

一
九
八
五
〕。
オ
モ
キ
と
は
、
船
底
と
舷
側
板
の
統
合
部
に
あ
た
る

板
で
あ
り
、丸
太
を
刳
り
抜
い
た
「
Ｌ
字
」
の
形
を
し
て
い
る
。
余
談
で
は
あ
る
が
、

日
本
の
伝
統
船
舶
に
お
い
て
は
「
オ
モ
キ
」
は
丸
木
舟
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
韓
国
の
船
舶
に
見
ら
れ
る
こ
の
Ｌ
字
型
の
部
材
が
、
果
た
し
て
同
じ
伝
統
か

ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
は
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

韓
国
の
伝
統
船
舶
に
お
い
て
「
外
板
」
と
い
う
単
語
が
適
切
で
あ
る
か
は
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
特
に
「
底
板
」
は
、
丸
太
を
削
っ
て
整
形
し
て
い
る
た
め
、「
板
」

と
呼
ぶ
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
。
韓
国
の
沈
没
船
の
発
掘
成
果
か
ら
見
る
限
り
、
正

方
形
に
近
い
断
面
を
持
つ
底
板
を
三
枚
な
い
し
五
枚
組
ん
で
船
底
を
造
る
。
中
央
の

板
が
若
干
大
き
い
傾
向
が
あ
る
が
、
竜
骨
の
よ
う
に
船
の
重
心
を
低
く
し
た
り
、
横

流
れ
を
防
ぐ
役
割
は
な
い
。
底
板
は
、
一
辺
が
七
〇
㎝
を
超
え
る
も
の
も
見
受
け
ら

れ
る
。
外
板
は
、
底
板
に
比
べ
る
と
多
少
長
方
形
に
近
い
断
面
を
持
つ
が
、
そ
れ
で

も
厚
さ
が
数
一
〇
㎝
を
超
え
る
場
合
も
あ
る
。
外
板
は
臍
な
ど
木
を
使
っ
た
組
み
合

わ
せ
で
接
合
さ
れ
て
お
り
、
鉄
釘
を
全
く
使
用
し
て
い
な
い
。
船
体
は
、
松
な
ど
の

図10　展示中の莞島船（筆者撮影：韓国国立海洋文化財研究所）
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針
葉
樹
で
作
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
〔N

ational Research Institute of M
aritim

e 

Cultural H
eritage 2016

〕。

中
国
の
伝
統
船
舶
は
、
ジ
ャ
ン
ク
船
と
し
て
括
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
細
か

く
見
る
と
地
域
に
よ
っ
て
様
々
な
船
体
構
造
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
川
舟
や
船
の

用
途
に
よ
っ
て
異
な
る
船
体
も
出
土
し
て
い
る
が
、
大
型
船
に
限
っ
て
論
ず
る
。

こ
こ
で
は
、
中
国
北
部
の
船
の
例
と
し
て
、
山
東
省
蓬
莱
出
土
の
船
舶
（
一

−

三
号
船
）〔
蓬
莱
市
文
物
局 

二
〇
〇
六
〕、
揚
子
江
河
口
の
船
と
し
て
寧
波
船
〔Lin, 

Genqi, and Green 1991

〕、
中
国
南
部
（
福
建
省
）
の
船
と
し
て
泉
州
船
〔Green, 

Burningham
, M

useum
 of O

verseas Com
m

unication H
istory 1998

〕、
新
安
船

〔K
im

ura 2016

〕
を
特
に
詳
し
く
見
る
（
図
11
）。
南
海
一
号
船
は
、
船
体
の
詳
し

い
構
造
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
回
の
分
析
に
は
含
め
て
い
な
い

〔
国
家
文
物
局
水
下
文
化
遺
産
保
護
中
心 

二
〇
一
八
〕。
中
国
の（
大
型
）船
舶
の
船
体
は
、

隔
壁
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
外
板
の
結
合
に
は
鉄
釘
を
多
く
使
用
し
、
船
体
の
中
央

に
は
竜
骨
を
持
つ
。

中
国
の
伝
統
船
舶
を
細
分
化
す
る
際
、
目
に
見
え
る
最
も
大
き
な
違
い
は
、
船
の

断
面
の
形
で
あ
る
。
蓬
莱
船
は
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
を
持
ち
平
底
に
近
く
、
寧
波
船
は

中
央
に
向
か
っ
て
少
し
突
き
出
る
形
を
と
り
、
泉
州
船
な
ど
南
方
系
の
船
は
Ｖ
字
の

形
を
し
て
い
る
。
蓬
莱
船
が
黄
海
と
い
う
遠
浅
な
海
域
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
の
に

対
し
、
泉
州
船
は
南
海
と
い
う
深
い
海
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
た
め
、
船
の
形
が
異

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
違
い
は
、
船
の
断
面
の
形
だ
け
で
は
な
く
、

外
板
の
形
な
ど
細
か
い
部
分
に
お
い
て
も
見
え
る
。
蓬
莱
船
は
、
外
板
の
断
面
の
形

状
が
竜
骨
に
近
い
場
所
で
は
正
方
形
に
近
い
形
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
外
側
に
向

か
う
に
連
れ
て
板
状
（
厚
み
が
減
る
）
に
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
板
同
士
の
結

合
の
た
め
鉄
釘
が
船
内
か
ら
斜
め
に
向
か
っ
て
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
竜
骨
の
大
き

さ
も
外
板
と
変
わ
ら
ず
、
船
底
に
多
少
突
き
出
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
逆
に
、
船
内
に

多
少
突
き
出
て
い
る
〔
蓬
莱
市
文
物
局 

二
〇
〇
六
〕（
図
12
）。
一
方
、
泉
州
船
に
代

表
さ
れ
る
南
方
系
の
船
は
、
外
板
そ
れ
ぞ
れ
が
薄
い
板
で
あ
り
、
数
枚
の
板
を
合
わ

せ
て
造
ら
れ
、
釘
は
外
側
か
ら
斜
め
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
竜
骨
は
、
船
底
か
ら

突
き
出
て
お
り
、
重
心
を
下
げ
、
横
流
れ
を
防
ぐ
、
ま
た
、
船
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
（
図
13
）〔Green, Burningham

, M
useum

 of O
verseas 

Com
m

unication H
istory 1998

〕。
寧
波
船
は
、
ち
ょ
う
ど
蓬
莱
船
と
泉
州
船
の
中

間
的
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
内
包
し
た
竜
骨
を
持
つ
が
、
外

板
の
厚
み
は
蓬
莱
船
ほ
ど
で
は
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
寧
波
船
は
発
見
か
ら
す
で
に

四
〇
年
が
経
過
し
て
お
り
、
船
体
は
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
接
合
方
法
な
ど
詳
し
い

特
徴
は
調
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
〔Lin, Genqi, and Green 1991

〕。
船
体
に
使
わ

図11　東アジアの伝統船舶の断面図モデル　（筆者作成）
a 十二東波島船　b 安佐船　c 蓬莱古船一号　d 元蒙口船　e 寧波船　f 泉州船
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図12　蓬莱船　実測図（蓬莱市文物局 2006）

図13　泉州船　実測図（Green, J., N. Burningham., and Museum of Overseas Communication History 1998）
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れ
る
材
質
は
、
中
国
北
部
の
船
は
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
南

で
は
楠
が
主
に
用
い
ら
れ
る
〔K

im
ura 2016

〕。

韓
国
と
中
国
の
伝
統
船
舶
に
つ
い
て
紹
介
し
た
の
で
、
再
び
鷹
島
海
底
遺
跡
に
つ

い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
佐
々
木
が
修
士
論
文
の
研
究
と
し
て
実

施
し
た
木
材
の
実
測
調
査
（
二
〇
〇
四
年
ま
で
に
出
土
し
た
主
な
木
材
五
〇
〇
点
）

の
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
〔Sasaki 2015

〕。
最
初
に
、
木
材
の
全
体
的
な
特
徴
で

あ
る
が
、
簡
潔
に
述
べ
る
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て
劣
化
、
か
く
乱
し
た
単
体
木
材
で
あ
る

（
図
14
）。
約
五
〇
〇
点
の
木
材
の
う
ち
二
ｍ
を
超
え
る
も
の
は
、
九
点
し
か
な
い
。

劣
化
に
よ
る
分
類
も
行
い
、
約
三
／
四
の
木
材
が
二
面
以
上
で
割
れ
て
お
り
（
長
さ

と
幅
の
復
元
が
出
来
な
い
）、結
合
さ
れ
た
状
態
の
船
材
も
一
〇
点
ほ
ど
し
か
な
か
っ

た
。
木
材
の
割
れ
口
も
、
割
れ
て
か
ら
時
間
の
経
過
し
た
も
の
や
、
割
れ
た
ば
か
り

の
木
材
も
あ
っ
た
た
め
、あ
る
程
度
時
間
を
掛
け
て
流
れ
着
い
て
堆
積
し
た
も
の
と
、

近
年
露
出
し
た
遺
物
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
五
〇
〇
点
の
木
材
の
う

ち
、船
の
部
材
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
も
の
は
お
よ
そ
二
〇
〇
点
で
あ
っ
た
〔Sasaki 

2015

〕。
こ
の
よ
う
に
、
か
く
乱
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
が
、
接
合
方
法
を
見
る
と
、
鉄
釘

を
使
用
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
釘
の
形
も
断
面
が
正
方
形
の
釘
し
か
特
定

で
き
な
か
っ
た
。
ほ
ぞ
の
利
用
や
木
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
は
数
点
し
か
な
い
。
ま
た
、

韓
国
の
造
船
技
術
を
用
い
た
と
断
定
で
き
る
船
材
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
接
合
方

法
だ
け
で
な
く
、樹
種
同
定
も
船
の
出
港
地
を
特
定
す
る
こ
と
に
役
立
っ
た
。
特
に
、

船
材
の
部
位
の
特
定
と
樹
種
同
定
の
結
果
の
比
較
は
、
注
目
す
べ
き
結
果
を
得
る
こ

と
が
出
来
た
。
隔
壁
材
と
想
定
さ
れ
る
木
材
が
一
三
点
ほ
ど
あ
る
が
、
す
べ
て
楠
で

作
ら
れ
て
い
た
。
楠
は
、中
国
福
建
省
で
船
材
と
し
て
好
ん
で
使
わ
れ
た
木
で
あ
る
。

外
板
や
他
の
用
途
不
明
木
材
で
は
、
大
き
め
の
部
材
は
楠
や
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
が
目
立

ち
、
小
さ
い
木
材
ほ
ど
雑
多
な
樹
種
が
目
立
っ
た
。
外
板
と
思
わ
れ
る
船
板
は
、
中

国
北
方
系
の
厚
い
板
で
は
な
く
、
南
方
系
の
薄
い
板
で
あ
っ
た
〔Sasaki 2015

〕。

鷹
島
で
出
土
し
た
多
く
の
木
材
は
、
用
途
不
明
木
材
で
あ
り
、
ま
た
、
単
な
る
流

木
の
よ
う
な
木
材
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
木
材
は
、
他
の
出
土
例
や
文
献
史
料
の
精

査
な
ど
を
通
し
て
次
の
世
代
の
研
究
者
が
そ
の
用
途
を
解
明
し
て
く
れ
る
と
期
待
す

る
。
さ
て
、
水
中
遺
跡
、
特
に
沈
没
船
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に
は
、
必
ず
用
途
が
あ

る
と
考
え
る
。
船
は
、
限
ら
れ
た
空
間
で
あ
る
た
め
、
必
要
の
な
い
モ
ノ
は
搭
載
し

な
い
。
現
代
の
我
々
で
も
、
旅
行
に
行
く
際
に
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
は
必
ず
使
う
可
能

性
の
あ
る
も
の
（
予
備
を
含
め
）
を
詰
め
る
。
過
去
の
、
ま
た
、
海
戦
と
も
な
れ
ば
、

な
お
さ
ら
必
要
の
な
い
も
の
は
持
っ
て
く
る
可
能
性
は
低
い
。断
定
は
で
き
な
い
が
、

用
途
を
考
え
て
み
た
い
。

図14　鷹島海底遺跡　神崎港遺物出土状況
（『鷹島海底遺跡Ⅷ』鷹島町文化財調査報告書第 8 集）
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い
く
つ
か
の
流
木
と
思
わ
れ
る
木
材
は
一
ｍ
以
上
の
長
さ
が
あ
っ
た
。
中
に
は
、

先
端
が
鋭
く
加
工
さ
れ
て
い
た
木
材
も
あ
る
。
武
器
と
し
て
使
用
す
る
よ
り
は
柵
な

ど
に
使
用
す
る
杭
を
連
想
す
る
（
図
15
）〔Sasaki 2015

〕。
上
陸
後
、
簡
易
的
な
砦

を
築
く
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
別
の
用
途
と
し
て

は
、
盾
を
支
え
る
杭
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
蒙
古
襲
来
絵
詞
に
は
、
木
の
枠
組

み
で
作
ら
れ
た
盾
を
持
つ
兵
士
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
盾
の
陰
に
は
杭
の
よ
う
な

長
い
木
の
棒
も
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
盾
で
身
を
守
り
な
が
ら
弓
を
ひ
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
盾
を
固
定
す
る
た
め
に
木
の
棒
（
杭
）
が
使
わ
れ
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。
砂
浜
で
あ
れ
ば
、
先
端
を
尖
ら
せ
た
木
の
棒
は
比
較
的
簡
単

に
地
面
に
固
定
で
き
る
。

出
土
木
材
に
は
、
薪
と
想
定
さ
れ
る
材
が
八
〇
点
ほ
ど
あ
る
。
直
径
平
均
八
㎝
、

両
端
が
ま
っ
す
ぐ
に
切
ら
れ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
も
長
さ
五
〇
㎝
ほ
ど
あ
り
、
手
に

抱
え
て
運
ぶ
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
大
き
さ
で
あ
る
（
図
16
）。
こ
れ
ら
の
木
材
の
樹

種
同
定
の
結
果
、
多
く
が
松
で
あ
っ
た
。
船
材
な
ど
釘
跡
や
切
り
出
し
た
面
が
認
め図16　鷹島出土の薪の例（筆者撮影： 松浦市教育委員会）

図15　鷹島出土の流木・杭の例（筆者撮影： 松浦市教育委員会）
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ら
れ
る
木
材
に
は
松
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
薪
に
は
松
材
を
選
ん
で
使
用

し
て
い
た
と
い
え
る
。
松
は
、
乾
燥
さ
せ
な
く
て
も
火
が
つ
き
や
す
く
、
多
少
濡
れ

て
も
燃
や
す
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
し
、
す
ぐ
に
燃
え
尽
き
て
し
ま
い
、
ま
た
、
煙

も
多
い
。
暖
を
取
る
に
は
不
向
き
で
あ
る
が
、
船
の
上
で
は
使
い
や
す
い
木
材
で
あ

る
。
ま
た
、
煙
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
と
、「
の
ろ
し
」
と
し
て
使
用
し
た
可
能
性

も
あ
る
。
日
本
の
地
理
に
詳
し
く
、
ま
た
信
頼
で
き
る
水
先
案
内
人
は
限
ら
れ
て
い

た
と
想
定
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
船
団
を
組
ん
だ
際
に
、
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
水
先
案

内
人
の
乗
っ
た
船
で
は
煙
を
焚
い
た
と
考
え
る
。
後
続
す
る
船
は
、
そ
の
煙
を
目
指

し
て
航
海
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
〔Sasaki 2015

〕。
筆
者
は
、
考
古
学
を
専
門

と
し
て
い
る
た
め
、
文
献
史
料
に
は
詳
し
く
な
い
。
柵
や
杭
な
ど
軍
備
に
関
す
る
記

述
、
ま
た
、
薪
の
利
用
に
つ
い
て
描
か
れ
た
史
料
が
あ
れ
ば
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

最
新
の
調
査

最
後
に
、
鷹
島
海
底
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
二
隻
の
船
の
最
新
調
査
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
。
二
隻
の
沈
没
船
の
研
究
は
、
現
在
進
行
中
（
科
研
：
蒙
古
襲
来
沈
没
船
の

保
存
・
活
用
に
関
す
る
学
際
研
究
）
で
あ
り
、
最
終
的
な
報
告
書
の
刊
行
は
ま
だ
先

と
な
る 

〔
池
田 

二
〇
一
八
〕。
こ
こ
で
は
調
査
の
報
告
の
み
と
し
、
今
後
の
研
究
の

進
展
に
期
待
し
た
い
。

鷹
島
一
号
船
は
、
水
深
二
三

−

二
五
ⅿ
の
地
点
に
あ
り
、
一
ⅿ
ほ
ど
の
厚
さ
の
シ

ル
ト
層
の
下
で
発
見
さ
れ
た
。
竜
骨
と
外
板
、ま
た
、隔
壁
も
ば
ら
け
た
状
態
で
あ
っ

た
。竜
骨
は
一
二
ⅿ
ほ
ど
残
っ
て
お
り
、竜
骨
の
幅
は
最
大
三
〇
㎝
あ
っ
た
。外
板
は
、

お
そ
ら
く
二
重
構
造
を
持
ち
、
鉄
釘
を
多
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
外

板
の
厚
さ
は
一
〇

−

一
五
㎝
、
幅
は
三
〇

−

四
五
㎝
で
あ
っ
た
〔
池
田 

二
〇
一
一
〕。

一
号
船
は
、
船
体
が
開
け
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
大
き
な
船
の
発
見

を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
記
録
は
船
の
復
元
が
で
き
る
ほ
ど
細
か
な

デ
ー
タ
は
残
し
て
い
な
い
。
二
〇
一
九
年
の
再
調
査
の
際
に
は
、
写
真
実
測
が
行
わ

れ
た
が
、
本
稿
執
筆
中
現
在
、
デ
ー
タ
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
一
号
船
は
、
竜
骨

が
船
体
の
内
側
に
少
し
張
り
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
、
ま
た
、
外
板
の
幅
も
大

き
い
。
断
面
図
が
な
い
た
め
確
実
で
は
な
い
が
、
竜
骨
に
近
い
外
板
ほ
ど
多
少
厚
み

が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
お
そ
ら
く
寧
波
船
に
類
似

し
た
船
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。
一
号
船
の
竜
骨
の
幅
は
、
五
〇
㎝
あ
り
、
寧
波

船
よ
り
少
し
大
き
い
。
一
号
船
は
、
復
元
す
る
と
全
長
三
〇
ｍ
ほ
ど
の
船
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

鷹
島
二
号
船
は
、
水
深
一
三

−

一
五
ｍ
に
あ
り
、
一
号
船
と
同
じ
く
シ
ル
ト
に
埋

も
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
竜
骨
、
外
板
、
隔
壁
は
繋
が
っ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。

船
体
の
残
存
長
は
約
一
五
ｍ
、
幅
は
約
三
ｍ
で
あ
っ
た
。
一
号
船
に
比
べ
る
と
船
体

の
残
り
が
良
く
、
外
板
や
隔
壁
が
し
っ
か
り
と
繋
が
っ
た
状
態
に
あ
る
。
隔
壁
と
隔

壁
の
間
隔
は
七
〇

−

一
五
〇
㎝
と
、
一
定
で
な
い
。
発
掘
作
業
は
、
船
の
一
部
が
確

認
で
き
る
程
度
ま
で
掘
り
下
げ
ら
れ
、
船
首
部
分
の
み
船
底
近
く
ま
で
掘
り
下
げ
ら

れ
た
。
船
首
部
の
断
面
は
、
Ｖ
字
の
形
を
し
て
お
り
、
ま
た
、
部
材
は
鉄
釘
に
よ
り

固
定
さ
れ
て
い
た
。
外
板
は
少
な
く
と
も
二
重
構
造
で
あ
っ
た
。
外
板
は
厚
さ
五
㎝

ほ
ど
、
幅
は
二
〇

−

五
〇
㎝
あ
っ
た
。
二
号
船
の
第
一
印
象
は
、
一
号
船
に
比
べ
る

と
外
板
の
厚
み
が
な
く
、
軽
装
な
船
に
見
え
る
〔
池
田 

二
〇
一
六
〕。

琉
球
大
学
と
松
浦
市
に
よ
る
鷹
島
二
号
船
の
調
査
で
は
、
写
真
実
測
に
よ
り
遺
跡

全
体
の
三
次
元
再
現
を
実
現
し
た
〔
池
田 

二
〇
一
六
〕。
一
日
の
潜
水
時
間
が
限
ら

れ
る
水
中
作
業
で
は
効
率
的
に
遺
跡
の
記
録
を
残
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
近
年
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
手
作
業
で
は
数
日
間
を
要
し
た
作
業

も
数
時
間
（
数
回
）
の
潜
水
で
詳
細
な
測
量
が
可
能
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
陸
の

発
掘
作
業
で
も
写
真
実
測
の
活
用
は
進
ん
で
い
る
が
、
作
業
の
単
純
化
・
効
率
化
が

進
む
と
よ
り
恩
恵
を
受
け
る
の
が
水
中
遺
跡
の
調
査
で
あ
る
。
鷹
島
二
号
船
の
三
次

元
再
現
の
デ
ー
タ
は
、
点
群
デ
ー
タ
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、
船
を
横
か
ら
見
て

断
面
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ー
ス
で
き
る
。
竜
骨
は
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

底
部
の
形
状
や
竜
骨
の
正
確
な
大
き
さ
は
特
定
で
き
な
い
が
、
船
の
断
面
は
鋭
い
勾

配
を
示
し
、
船
の
断
面
図
を
一
部
復
元
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
図
17
）。
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こ
の
三
次
元
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
九
州
国
立
博
物
館
で
は
文
化
庁
の
委
託
事
業
の

一
環
と
し
て
、
鷹
島
二
号
船
の
現
存
す
る
船
の
ラ
イ
ン
を
他
の
同
時
代
の
沈
没
船
と

比
べ
る
研
究
を
実
施
し
た
〔
九
州
国
立
博
物
館 

二
〇
一
八
〕。
船
体
の
断
面
が
Ｖ
字
の

鋭
い
角
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
外
板
が
船
底
に
近
い
部
分
で
あ
っ
て
も
比
較
的
薄

く
、
さ
ら
に
、
外
板
が
多
重
構
造
で
あ
る
な
ど
、
中
国
南
方
系
の
船
の
特
徴
を
示

し
て
い
る
。
船
体
の
復
元
に
は
、
新
安
沈
没
船
や
泉
州
沈
没
船
の
デ
ー
タ
を
使
用
す

る
の
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
泉
州
沈
没
船
と
新
安
沈
没
船
は
共
に
複
雑
な
外

板
の
組
み
合
わ
せ
を
持
っ
て
お
り
、
単
純
に
鎧
張
り
と
は
言
え
な
い
構
造
を
持
っ

て
い
る
〔K

im
ura 2016

〕。
泉
州
沈
没
船
は
、
外
板
三
枚
一
つ
の
セ
ッ
ト
、
三
枚
ご

と
に
鎧
張
り
に
な
る
構
造
を
し
て
い
る
。
外
板
を
鎧
張
り
と
平
継
ぎ
を
併
用
し
て

接
合
し
て
い
る
と
い
え
る
（
図
18
）〔Green, Burningham

, M
useum

 of O
verseas 

Com
m

unication H
istory 1998

〕。
新

安
沈
没
船
は
、
泉
州
船
と
比
べ
る
と
単

純
に
鎧
張
り
と
称
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
で
あ
る
が
、
船
首
に
向
か
う
に
連

れ
て
外
板
は
平
ら
に
張
っ
て
い
る
。
ま

た
、
外
板
は
、
薄
い
板
を
一
枚
重
ね
て

あ
る
の
み
で
、
お
そ
ら
く
重
ね
た
外
板

は
船
体
構
造
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な

く
、
芯
と
な
る
内
側
の
外
板
を
フ
ナ
ク

イ
ム
シ
か
ら
守
る
た
め
の
対
策
で
あ
ろ

う
〔K

im
ura 2016

〕。
船
の
大
き
さ
や

外
板
の
構
造
を
考
え
る
と
、
泉
州
船
が

鷹
島
二
号
船
と
比
較
す
る
に
は
良
い
資

料
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
号
船
の
船
体
の
大
き
さ
を
推
定
す

る
た
め
、 

泉
州
船
の
船
体
ラ
イ
ン
（
断

図17　鷹島2号沈没船　3次元復元図  （池田栄史（編）2016：琉球大学，松浦市教育委員会，撮影・編集　町村剛）

図18　泉州船の外板の組み合わせ略図  （筆者作成）
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面
図
）
は
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
博
物
館
の
海
事
考
古
学
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
復
元
さ

れ
た
も
の
を
利
用
し
た
（
図
19
）〔Green, Burningham

、M
useum

 of O
verseas 

Com
m

unication H
istory 1998

〕。
鷹
島
二
号
船
と
そ
れ
ぞ
れ
船
首
部
の
ラ
イ
ン
を

当
て
は
め
た
と
こ
ろ
鷹
島
二
号
船
の
ラ
イ
ン
は
泉
州
船
の
ラ
イ
ン
に
類
似
し
て
い

た
。
泉
州
船
の
ラ
イ
ン
の
縮
尺
を
縮
め
て
鷹
島
二
号
船
に
当
て
は
め
た
と
こ
ろ
、
船

長
約
二
〇
ｍ
の
船
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
鷹
島
二
号
船
は
、
船
全
体

か
ら
す
る
と
、お
そ
ら
く
残
存
部
は
一
〇
％
以
下
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
あ
く
ま
で
、

泉
州
船
と
サ
イ
ズ
を
合
わ
せ
た
場
合
の
想
定
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
の
成
果
を
加
え

る
こ
と
で
よ
り
正
確
な
復
元
が
将
来
可
能
と
な
る
〔
九
州
国
立
博
物
館 

二
〇
一
八
〕。

ま
と
め

本
稿
で
は
、
最
初
に
世
界
の
水
中
遺
跡
調
査
の
学
史
、
そ
し
て
、
日
本
の
水
中
遺

跡
調
査
の
歴
史
と
現
状
を
簡
単
に
示
し
た
。
次
に
、
鷹
島
海
底
遺
跡
で
行
わ
れ
た
船

舶
・
海
事
考
古
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
研
究
事
例
を
紹
介
し
た
。
わ
が
国
で

は
水
中
遺
跡
の
調
査
の
実
績
が
少
な
く
、
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
流
の
歴
史
研
究
に
本

来
果
た
す
べ
き
十
分
な
実
績
を
示
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
鷹
島
海
底
遺
跡
を
は
じ

め
と
し
た
水
中
遺
跡
の
研
究
が
今
後
進
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
形
で
歴
史
の

解
明
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
る
。
本
稿
を
通
し
て
、
少
し
で
も
水
中
遺
跡
の
調
査
が

わ
が
国
で
も
発
展
す
る
こ
と
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

図19　泉州船のシップライン
  （Green, J., N. Burningham., and Museum of Overseas Communication History 1998）
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史
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取
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Potential of Underwater Cultural Heritage Studies : 
Focusing on Takashima Underwater Site

SASAKI Randy

The underwater archaeological sites are often called the time-capsule of the past maritime trade. The 

study of underwater remains has its origin in the 19th century and over ten thousands sites have been 

investigated. However, only a few hundred sites have been investigated in Japan. The island nation with 

close relationships with the seas throughout history, has no firm management plan for underwater cultural 

heritage. I have been gathering information of underwater archaeological sites in the country, but the data 

are highly skewed due to uneven distribution pattern in geographic locations, ages, and types of sites. A 

large majority of underwater sites are located in three prefectures, Shiga Prefecture （Lake Biwa）, Okinawa 

Prefecture, and Nagasaki Prefecture, and few medieval trade sites have been found. I am also collecting 

and analyzing the records of marine accident in historical documents, but many challenges still remain. In 

short, it is too early to discuss the nature and the potential of underwater archaeological sites in Japan.

Despite the fact that only a small number of underwater archaeological sites have been studied, 

we can see the direction and possible future research plan. The Takashima underwater site, where 

the remains of the lost fleet of Khublai Khan was recently discovered, shows a great potential. 

The investigation at the site began nearly 40 years ago. Various groups have led the investigation 

at Takashima; archaeological investigations were funded by scientific research grants and some 

investigation conducted as rescue excavations. A large number of artifacts - such as anchors, ceramics, 

weapons, and fragments of ship timbers - has been excavated at the site though these projects. However, 

these were all single isolated artifacts scattered all over the seafloor. The breakthrough came in 2011 and 

2014, with the discoveries of nearly intact hull of two Chinese vessels. The two hull remains, together 

with the scattered artifacts, can contribute to a more accurate understanding of historical events by using 

them in conjunction with historical documents. Relics raised from the sea requires a long period, often 

several years to conserve them properly. Judging from the currently available data, the majority of the 

vessels sank in Takashima were constructed in southern China and south of Yangtze River. 	

Through this paper, I hope to contribute to the progress of the study of underwater cultural heritage 

sites in Japan.

Key words: Underwater Cultural Heritage, Maritime Archaeology, Shipwreck, Quanzhou Shipwreck, 

Mongol Invasion




